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１．はじめに

2008年の経済連携協定による外国人介護人材の受入れから始まり，2017年の技能実習

「介護」，在留資格「介護」，2019年の特定技能1号という流れで外国人材の介護現場への

参入が進んでおり，外国人介護人材の勤務先となる高齢者介護福祉施設については，コミュ

ニケーション活動が介護活動の中で極めて重要な位置を占めている職場である（立川2013）。

また，（公）日本介護福祉士会は，外国人介護人材受入に関する懇談会（法務省 2014）に

おいて，外国人介護福祉士にも日本語でのコミュニケーション能力を求めている。

そこで，外国人介護人材の中でも参入人数が最多である技能実習生 1が，介護福祉施設

でどのような日本語を使ってコミュニケーション活動を行っているのか，そして，日本人

職員にどのように評価されているのかを接触場面における談話分析の視点から考察し，介

護現場における接触場面でのコミュニケーションの実態の一端を明らかにし，今後の日本

語教育を含む指導等の提案をする。
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介護老人福祉施設に就労する技能実習生についての一考察
－ 接触場面の視点から －

神 山 英 子

AConsiderationabouttechnicalinterntraineesworkinginnursingcare 
andwelfarefacilities：From thepointofviewofContactsituations

KAAMMIIYYAAMMAAHideko

〈要 旨〉

介護の外国人人材が増加し，多くの介護福祉施設で日本人職員と外国人介護人材

が日本語でインターアクションをする場面が必須となっている。本稿では技能実習

生に焦点を当て，現場でどのようなインターアクションが行われ，どのようなこと

が言語問題・コミュニケーション問題になっているのか，事前アンケート・インタ

ビュー・自然会話録音・フォローアップインタビューという手順から得たデータか

ら分析する。また，分析を通して，日本人職員が外国人介護人材にどのように日本

語教育を含む指導等を行っていくべきかの提案をする。

キーワード：介護，技能実習生，接触場面，自然会話，日本語教育
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２．先行研究

２．１ 外国人介護人材への日本語教育やコミュニケーションについて

経済連携協定によるインドネシアからの介護福祉士候補者の受入れから，日本語教育に

関する研究は，現状や課題に関する研究（斉藤他2013，大関他2014等），研修に関する

研究（登里他2011，登里他2014等），専門日本語教育研究及び国家試験や学習支援に関

する研究（立川2011，遠藤2012，三枝2012，中川2012，野村2014等）等が見られるが，

その中でも，大関他（2014）は，就労現場で行われているインタラクションに視点を持つ

重要性を指摘している。

就労現場で行われているインタラクションに関わる項目として，外国人介護人材のコミュ

ニケーションに関する研究については，高本（2011）がEPAに基づく制度的な問題とと

もにコミュニケーションに関する問題を取り上げ，コミュニケーションについては単なる

言葉の問題やミスコミュニケーションとして片づけてしまうのではなく，文化の違いがコ

ミュニケーションにどのように影響しているか，その可能性を慎重に見極め，現場の日本

人スタッフとケアワーカー両サイドの支援を行っていかなくてはならないだろうと指摘し

ている。また，立川（2013）は，介護現場で展開される談話は一般の談話と異なっており，

その特性を十分にふまえた内容が求められると指摘し，実際の介護現場で行われているディ

スコースを分析し，特徴をとらえることが不可欠であると述べている。そして，武内

（2018）は，国家試験に合格したが施設を移籍または退職した外国人介護士を対象にイン

タビューを行い，構造構成的質的研究法に基づいてその結果を分析し，今後介護現場には

様々な形態による外国人介護人材のさらなる参入が想定され，多文化・多様性を内包する

現場となることから，対話に向かう態度の育成，そして対話しやすい環境は外国人で介護

に携わる者だけでなく受け入れ側の日本人職員にも必要であり，同じ現場に共生する構成

員である一人一人の意識を養う必要があろうと指摘している。小川（2018）は介護福祉施

設でフィールドワークを行い，外国人介護人材とともにある現場におけるコミュニケーショ

ンをめぐる課題を整理し，外国人人材，日本人介護職員双方に対して言語教育が果たせる

役割をあらためて検討していく必要があると指摘している。中畠（2020）は，EPA介護

福祉士候補者にインタビューを行い，日本語コミュニケーションの問題を追及し，受け入

れ側の支援が問題解決の打開策になると述べている。

上記のように介護の日本語教育やコミュニケーションについての先行研究は，EPA介

護福祉士候補者に対する日本語教育から始まり，現場のインタラクションの検討が必要と

指摘され，ディスコースの特徴を明らかにし，双方への支援をする必要性があるとされて

いる。そこで，本研究では，現場でのコミュニケーションの実態を明らかにするため，外
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国人介護人材と日本人介護職員の会話の分析を行う。

２．２ 接触場面について

介護の現場に外国人が参入するということは，現場は母語話者と非母語話者間でインター

アクションが行われる接触場面となる。接触場面は，Neustupn・（1985a）が端を発した

用語であるが，特徴として以下の3つが挙げられる。

①第一は訂正（言語管理）であり，不適切さを軽減するために実施される言語活動に注

目する。②言語使用の場，ディスコースに注目する。③文法外コミュニケーション能力に

注目する。具体的には，社会文化的，コミュニケーション的，言語的な相互行為からなっ

ており，それぞれがどのように関連し合っているかに注目する。

また，接触場面における｢言語問題｣について，「言語管理理論」では，コミュニケーショ

ン体系の1つである「規定規範」からの逸脱からはじまるとし，逸脱の主な要因に「外来性」

を挙げ，外国人参加者（非母語話者）の規範と母語話者の規範には違いがあるとし，外国

人参加者の規範の特徴に関して，①規範の不完全さ②母語の代替性（中間言語規範）③借

用，母語からの干渉④規範の厳格さの4つが挙げられており（Neustupn・1985b），実際の

問題分析のために「管理プロセスの5段階」として①規範からの逸脱②留意の段階③評価

の段階④調整の段階⑤実施の段階という管理プロセスモデルを設定している（高2016）。

３．本研究の位置づけ

厚生労働省の「技能実習「介護」における固有要件について」によると，「介護固有用

件」に「コミュニケーション能力の確保」として，1年目（入国時）は「N3」程度が望

ましい水準で，「N4」程度が要件，2年目は「N3」程度が要件として挙げられている。

また，「実習実施者・実習内容に関する要件」に，「技能実習責任者」の選任，技能実習

生5名につき「技能実習指導員」1名の選任が挙げられている。受け入れ前には技能実習

計画の認定があり，その計画に基づいて技能実習指導員が技能実習生に日本語を使って介

護に関する業務上のことを指導し，日本語教育も行っていくことになる。

そこで，本研究では，現在，外国人介護人材が社会的必要性に迫られて増加しているこ

と，介護の現場では接触場面の状態にならざるを得ないことから，「言語管理理論」の枠

組みを引用し，日本人職員と外国人介護人材のコミュニケーションの基礎となっているそ

れぞれの「規範」を分析する。

また，介護現場での ｢言語問題｣の実態については，言語行動における言語問題とコミュ

ニケーション行動における言語問題から分析するが，本研究では，高（2016）にある言語

問題と管理が，

介護福祉施設に就労する技能実習生についての一考察－接触場面の視点から－
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(1)言語行動における言語問題と管理としての文法や母語干渉等

(2)コミュニケーション行動における言語問題と管理としての態度・丁寧さ・断り・勧

誘・謝罪・感謝などの発話行為等に分類されていることを参考に，介護現場での接触場面

としての自然会話の分析を試みる。

４．研究方法

2021年4月から12月にかけ，複数の介護福祉施設で事前アンケート調査を実施し，そ

の後，事前アンケート調査に基づくオンライン半構造化インタビュー，業務会話録音，オ

ンラインでのフォローアップインタビューを行った。そのうち，研究として有益なデータ

が得られた3か所の介護福祉施設について，以下に記述していく。

調査協力施設は，いずれも介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）で技能実習生を受

け入れている。施設Aは初めて外国人を受け入れる施設で，施設Bは技能実習生受け入

れ前から日本人配偶者を中心に7年ほど外国人職員を受け入れており，施設Cは技能実

習生受け入れ前から5年ほど日本人配偶者や家族滞在の外国人職員を受け入れている。尚，

今回の調査では，対象となる外国人介護人材（技能実習生）について条件を合わせるため

に，来日歴は2年，日本語のレベルの指標となっている日本語能力試験のレベルはN3，

そして就業時間内に日本語教育を行っていない施設に，調査を依頼した。

表１ 外国人介護人材（技能実習生）について

事前アンケートとインタビューの協力者は，普段，技能実習生と接し，指導的な立場に

ある日本人職員である。

４．１ 事前アンケート調査

技能実習生の仕事上の日本語について，「あまり意思疎通できない」項目が施設Aで20

％，施設Bで16.7％，施設Cで12.5％だったため，どのように意思疎通が難しいのか，

オンラインでのインタビューを打診し，それぞれの施設で承諾を得たので，実施した。
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施設A ベトナム人2名（来日2年目・日本語レベルN3）

施設B ベトナム人３名（来日２年目・日本語レベルN3）

施設C ミャンマー人2名（来日２年目・日本語レベルN3）



４．２ 事前アンケート調査に基づくオンライン半構造化インタビュー

アンケート修了後，約2週間前後で，「技能実習生に対して，日本語コミュニケーショ

ンで望むこと」についてオンライン半構造化インタビューを行った。事前アンケートで

「あまり意思疎通できない」と回答があったことを伝え，具体的にどのようなことか調査

をし，以下のような回答を得た。

・施設A（日本人職員5名）

・施設B（日本人職員6名）

・施設C（日本人職員8名）

介護福祉施設に就労する技能実習生についての一考察－接触場面の視点から－
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A1，日本語の助詞や副詞など意味が変わってしまうので，もう少し理解してほしい。

A2，介護の言葉を理解しておいてほしい。

A3，来日する前にコミュニケーションが取れるくらいの会話ができるように。

A4，専門用語を少し学んでほしい。

A5，日本の丁寧な話し方や敬語や話すときのマナーを知ってほしい。

B1，来日する前から日本語を学習して来て欲しい。

B2，学ぶ姿勢を持ってほしい。特に助詞や敬語が難しいです。

B3，日本語力に関してはニュアンス的なところ(言葉の言い方や強さ)。

B4，積極的に話をする・話を聞く姿勢を互いに持つことが必要。

B5，個人差がとても大きく感じる。

B6，日々の記録に関して、必要最低限のことを書けるよう覚えていただきたい。

B7，専門的な会話ができるくらいの語学力が求められる。

C1，日常会話は身につけてほしい（2名）

C2，コミュニケーションが取れるようになっていてほしい。

C3，簡単な日本語はわかっていてほしい。（2名）

C4，仕事に入るまでに会話を理解するぐらいの日本語力を身につけてきてほしい。

C5，利用者には必ず日本語を話してほしい。

C6，芸能やニュースを知っていてほしい。

意思疎通でき

る

まあまあ意思

疎通できる
普通

あまり意思疎

通できない

全く意思疎通

できない

施設A 5名 0％ 60％ 20 ％ 20 ％ 0％

施設B 6名 0％ 50％ 0 ％ 16.7％ 0％

施設C 8名 25％ 50％ 12.5％ 12.5％ 0％

表２ アンケートについて



アンケートを踏まえたオンライン半構造化インタビューでは，日本人職員は，技能実習生

に対し，「日常会話を含めた会話力やコミュニケーション」（A3・B3・C1（2名）・C2・

C3（2名）・C4）から「日本語の文法」に関すること（A1・B1・B2），「専門用語や記録」

に関すること（A2・A4・B6・B7），「マナーや姿勢や考え方」など（A5・B2・B5・C5・

C6），全体的に現在の日本語力よりも高い日本語能力を期待していることがわかった。

施設A・B・Cともに技能実習生は来日前に1年間程度初級の日本語や介護の日本語を

学び，来日後の訪日後講習として1ヶ月間日本語を学んでから配属されていることは共通

している。その入職前の日本語教育に関する内容までは把握ができていないが，N3で来

日している技能実習生については，初級レベルは終了していると思われるが，それ以上の

日本語力が期待されている。

４．３ 業務会話録音とフォローアップインタビュー

インタビュー終了後，介護福祉施設において勤務しながらの参与観察を試みたが，新型コ

ロナウイルス感染症危機管理に対応する観点から，ICレコーダーによる自然会話録音に切り

替えた。介護福祉施設に録音を依頼し，承諾を得た施設Bと施設Cから協力を得ることが

できた。技能実習生1人にICレコーダーを丸一日胸ポケットに入れるなどして，施設利用

者との会話や日本人職員との会話を録音し，個人情報がわからないように名前を空欄にする

などの配慮をした上で，文字化2を行った。尚，録音協力者には「個人が特定されない」「技

能実習生が介護現場でどのような会話をしているか知りたい」と説明し，承諾を得ている。

フォローアップインタビューについては，技能実習生と施設利用者の録音を技能実習生

本人とその指導員となっている日本人職員に聞いてもらい，インタビューを実施し，会話

をしてもらった。

4．３．１ 技能実習生と施設利用者の会話場面

この節では，技能実習生と施設利用者の会話から，技能実習生が「言語行動の問題」及

び「コミュニケーション行動の問題」が生じた際に，どのような留意や評価，調整や実施

が行われたか，または行われなかったかについて，定義を参考に技能実習生本人や日本人

職員のフォローアップインタビューとその後の会話で明らかになった問題点を考察する。

尚，接触場面として有益なデータであっても，事前インタビューや録音データの様子から，

技能実習生と日本人職員の関係性に特に問題がない場合のみフォローアップインタビュー

と会話を実施し，技能実習生には，指導者とともに録音を聞く同意を得ている。また，接

触場面は会話の参加者本人に問題点を挙げてもらうべきであるが，本研究では，指導的立

場である日本人職員の規範を事後の第三者評価として，会話の振り返りから技能実習生の

規範を自己評価として考察することとする。
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【技能実習生と施設利用者の会話１】

会話時には気づかないことでも，録音を聞いてみて事後に逸脱に気づく例が見られたが，

留意に至らない表現も見られた。また，敬語について，学んでいても現場で話すことがで

きない状況があることがわかった。日本人職員も，敬語が難しいので仕方がないとしつつ

も，「敬語を使い，正しい文を話す」ことを期待していることがわかった。

【技能実習生と施設利用者の会話２】

介護福祉施設に就労する技能実習生についての一考察－接触場面の視点から－
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番号 話 者 自己評価 事後第三者評価

（日本人職員）

1 実習生 何か飲む？ 敬語（事後） 敬語

2 利用者 コーヒー。

3 実習生 コーヒーか。わかった。 敬語（事後） 敬語

4 利用者 ありがとう。

5 実習生 そのズボン、いいだなあ。 留意なし 文法

6 利用者 いいなあ。

7 実習生 トイレ行くよ。一緒に行こか。 敬語・文型（事後） 敬語

8 利用者 はい。

FF1敬語が難しい。勉強したのに話すときわからないです。書くとき、書けます。聞

くときもわかります。「行きましょう」の方がいいです。

FJ1指導はしてるんですけど、敬語はやっぱり難しいですよね。日本人でも難しいで

すからね。でも、利用者には敬語は使ってほしいです。文章の言い方も気になります。

番号 話 者 自己評価 事後第三者評価

（日本人職員）

9 実習生 すいませーん、「名前」さん、疲れた

だね。

留意なし 文法

10 利用者 何？

11 実習生 じゃあ、お部屋行こうか。休むよ。 敬語・文型（事後） 敬語

12 利用者 休む？

13 実習生 うん。足上げて、足にのせてね。お部

屋まで連れてきますよね。

留意なし 助詞

留意なし 文法

14 利用者 ・・・。

15 実習生 ・・・。 留意あり 声かけなし



番号15において，逸脱に留意したものの，調整ができなかった例では，日本人職員か

ら「声かけをする」という具体的なストラテジーの提示があった。また，日本人職員の規

範から，助詞や文法に関する指摘もあったが，技能実習生もその提示に応答する場面が見

られた。技能実習生の指導員は，介護の技術やコミュニケーションを指導する立場にある。

今回の調査で録音を聞いて具体的に指導ができることを，今後実施したいということだっ

た。技能実習生も，文法上「正しい日本語」を話す規範を持っていることが窺えた。

【技能実習生と施設利用者の会話３】

この会話では，接触場面で ｢言語行動の問題｣が生じた際に､調整行動がとられるとい

う実態が見られた（番号18）。その調整行動に関し，日本人職員が肯定的な評価をしてい

る。利用者には敬語を使った方が良いという規範は共通している。また，否定的な評価と
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FF2敬語が難しい。勉強したのに話すときわからないです。書くとき、書けます。聞

くときもわかります。「行きましょう」「休みましょう」ですよね。

FJ2やっぱり「疲れただね」って言ってしまってますね。利用者に寄り添う言葉がけ

は上手ですけど、文法がちょっと違うよね。「疲れたね。」って。あと敬語は使えるよう

に。でも、難しいですよね。足に何乗せるの？「足台に足を乗せてください」って言わ

ないから、黙っちゃったんじゃないか、「連れて来ます」がまずかったか。その後に何

か声かけしないと・・・。

FF3うん。自分が間違ったことを言ってると思った。でも、わからなかった。今、わ

かってよかった。正しい日本語話したいです。

番号 話 者 自己評価 事後第三者評価

（日本人職員）

16 実習生 孫がもらっただねー。 留意なし 文法

17 利用者 何？

18 実習生 これ、孫、あ、孫さんがもらったでしょ？ 留意後調整 留意あり

19 利用者 ううん、違うよ。

20 実習生 違くないよ。孫さん、持ってきたよ。 留意なし 傾聴すべき

21 利用者 孫がくれた・・・。

22 実習生 ・・・。 留意

FF4私の話、間違えました。利用者様が話を止めました。

FJ3お孫さんにもらったんだよね。助詞間違えたね。難しいですよね。でも、孫を

「お孫さん」ってちゃんと言えてる。

FF5よかった。

FJ4でも、利用者様が「違う」と言ったら、寄り添わないと・・・。

FF6あ、そうか。



して助詞の誤用による誤解が起こったことが挙げられ，その場合には傾聴すべきというコ

ミュニケーション上の具体的な方法があるという指導があった。

４．３．２ 技能実習生と日本人職員の会話場面

この節では､接触場面において､技能実習生と日本人職員が「言語行動の問題」及び

｢コミュニケーション行動の問題｣が生じた際に､どのような会話の調整行動をとるのかに

ついて，会話を行った本人たちが問題として挙げた個所を取り上げ､考察する。

【技能実習生と日本人職員の会話１】

番号22で，聞き返しがあったことにより，逸脱に留意はしたものの，評価ができず，

介護福祉施設に就労する技能実習生についての一考察－接触場面の視点から－
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番号 話者 自己評価 他者評価

21 実習生 看護師さんから、肌がひどい人は温度

下がった方がいいです。

留意なし 文法

22 職員 何？ 調整へ

23 実習生 肌は・・・ 調整へ

24 職員 うん。

25 実習生 ひどい人は、 調整へ

26 職員 うん。

27 実習生 温度下がった方がいいです。 留意なし 文法

28 職員 え？何したほうがいい？ 調整へ

29 実習生 温度。 調整へ

30 職員 温度？温度何？ 調整へ

31 実習生 下げた方がいい。 実施

32 職員 ああ、下げた方がいいよね。

33 実習生 高いはひどくなる。 留意なし

34 職員 うん。 調整なし

FF7多分、文法間違えた。文も長い。何が正しい、わからなくなった。短く言えばわ

かると思った。

FJ5「温度下がった」が、気温が下がったと思って、わからなかった。皮膚疾患がある

から、シャワーの温度を下げた方が良いとナースから指示があったんだよね。わからな

かった。最後の「高いはひどくなる」も、意味はわかるけど、違和感ちょっとあるかな

あ。

FF8正しいは何ですか。

FJ6「高いとひどくなる」じゃない？

FF9ああ、わかりました。よかった。



短く話すストラテジーを使用した例である。その後，番号31で実施ができている。また，

番号33での誤用に関しては日本人職員の規範の逸脱があり，マイナスの評価があった。

また，事後に技能実習生が留意しなかった点を日本人職員が自分の規範から逸脱を指摘し，

訂正を提示する場面も見られた。

【技能実習生と日本人職員の会話２】

番号35では，技能実習生が「ラップ」がわからず，「これ」と表現していることに対し

て，日本人職員の留意があり，番号36でラップについてのエピソードを話したところ，

「そうですよ。」という返答しかなく，番号38で仕事上の注意をしている。それに対し，

番号39で笑っているため，会話が終了している。この場面では，日本人職員のコミュニ

ケーションに関する「間違えたら謝るべき」という文化的な規範があること，また，技能

実習生には，「間違えたときに笑う」という文化的な規範もあることがわかった。事後に

録音した音声を聞くことで気付いたりお互いを知ることができたと日本人職員から感謝の

言葉をいただいた。

４．４ 倫理的配慮

本研究の調査はいずれも，調査協力者に対し，倫理的配慮を行っており，施設名や個人

名が特定されないことを説明し，同意を得ている。
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番号 話者 自己評価 他者評価

35 実習生 これ、しますね。 留意なし 留意あり

36 職員 この前ラップしないでお盆にのせてた

んだよね。

37 実習生 そうですよ。 留意なし 留意あり

38 職員 駄目だよ。なんでラップしないの。

39 実習生 ははは〈笑い〉 留意あり 留意あり

40 職員 うーん・・・。

FF10わからなかった。このとき、お皿にする、名前、わからなかった。

FJ7ラップだよ。このとき、さりげなく教えてたけどなあ。「ごめんなさい」も欲しい

なあ。

FF11そうですよね。私の国は、恥ずかしいとき笑いますから。

FJ8そうなんだ。知らなかった。でも、ラップ、覚えてなかったんだね。

FF12今、覚えました。



５．考察

事前アンケートやインタビューからわかった日本人職員が今のレベルよりも高いレベル

の日本語力を技能実習生に求めていることを踏まえ，自然会話の録音について，接触場面

研究の言語管理理論を参考に介護福祉施設での会話を分析した。

自然会話を分析した理由は，先行研究でも指摘されている就労現場で行われているイン

タラクションに視点を持つ重要性や日本人，外国人両サイドについて考える必要性からで

ある。自然会話からは以下のことが明らかになった。

１）言語行動について

日本語について正しい助詞・文法を使うという共通の規範はあるが，日本人職員からは

否定的な評価が，技能実習生からは留意に至らない状況や逸脱に気付いても行動に移せな

い状況が見られた。そこには母語干渉や中間言語，規範の厳格さが理由として考えられる。

２）コミュニケーション行動について

敬語など，表面化している行動について，肯定的な評価が見られた。そこには，お互い

に敬語に関する共通規範が存在する。また，「間違えたら謝るべき」という文化的な規範

と「間違えたときに笑う」という文化的な規範もあることがわかったが，規範のずれを修

正するには，お互いの文化背景を具体的に知る必要性があるだろう。

３）実際のインタラクションを身体的に知る必要性

日本人間の高齢者介護福祉施設での談話を日本語教育に使う重要性を指摘した先行研究

も真正性があり必要だと思われるが，現場は日本人間もさることながら日本人と外国人の

インタラクションも重要である。今，どのような状況なのかをお互いが知り，内在化して

いる言語問題について共同で模索し，より良い方向性を探る一つの方法として，録音した

音声を双方で聞くという方法も事後に気付いたりお互いを知る等有効であることがわかっ

た。

また，学んだことが話せない状況については，その原因を今後探る必要があるが，接触

場面において取り除ける問題については，まず，「日本語の表現を学んでいても現場で話

すことができない」等外国人介護人材の言語状況を具体的に知ることが必要になることが

わかった。

６．まとめ

本研究は，介護福祉施設で技能実習生と日本人職員がどのようなコミュニケーションを

取り，どのような言語問題があるのかをアンケートとインタビュー，自然会話の分析から

考察した。日本語母語規範については，大平（2001）が接触場面で生起する問題が全て非

介護福祉施設に就労する技能実習生についての一考察－接触場面の視点から－
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母語話者に原因があるという無意識的な前提を持ってしまう危険性を指摘しているが，今

回の調査では考察1）にあるようにその危険性に当てはまることが多くあった。本研究の

調査対象となった介護福祉施設に勤務している日本人職員に非があるということは決して

ないが，外国人労働者を受け入れている多くの日本人は，無意識的な言語やコミュニケー

ションに関する規範からやはり無意識的に外国人職員の評価をしているのではないだろう

か。技能実習生については，その評価を基に指導が行われている可能性もある。特に介護

に携わる職員は相手への尊厳や相手を受け入れるコミュニケーションやノーマライゼーショ

ンを学び 3現場で実践をしている。そこで，例えば日本語を学んではいても話すことは難

しい等，外国人の立場になり，介護の理念を外国人受け入れに応用することを1つ目の提

案としたい。

また，2つ目の提案として「技能実習生にどのように日本語を教えたらいいかわからな

い。」と今回の調査時に相談をされたことから録音データを技能実習生と共に聞き，やり

取りを行う方法を取ったが，それが今後の日本語教育の方法の参考となったことを挙げた

い。日本語教育の専門家以外が日本語を指導しなければならない状況が，技能実習生の場

合が多く考えられるが，特に有用であろう。

加えて，永井（2018）は外国人看護師，介護福祉士が習得しなければならない医療・福

祉の談話は，現場で日本人スタッフが無意識に使っている談話ストラテジーが必要だとし

ているが，そこに外国人側の無意識に使う談話ストラテジーを日本人スタッフが理解する

ことも必要である。そこには，時間の経過とともに見られる規範の変容も知る必要がある。

本研究は特別養護老人ホームに限っての調査であったが，今後も有料老人ホームなどよ

り高いコミュニケーション能力が求められる施設においても調査を続けたい。それから，

今回扱えなかった非言語コミュニケーションについて調査し，可能であれば一般化を目指

したい。また，岡崎（1994）の提唱する共生日本語の概念の一部である日本語の言語内共

生化（異言語の話者同士が同一コミュニティの住民として共生していくために，ある言語

について共生に適した運用を作り出し，共生言語として形成していく過程）にある相互調

整行動の創出（意味・理解・話題）に関わる相互調整行動を理論として，お互いに対等な

立場で，共に生きていく具体的な策を探りたい。

〈注〉

1 外国人技能実習機構によると，令和２年度の合計は12,068人（2021年12月30日検索）

2 文字化の作業については，宇佐美（2020）を参考にした。

3 筆者は介護の資格を有している。
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1.Introduction

Termedthe・RitesofPassage・,folkloristArnoldvanGennep（1873-1957）introduced

threestagesofritualpractice,ofwhichhecategorizedasthepre-liminal,liminaland

post-liminal.Theliminalor・threshold・maybebestunderstoodasatimeandspacewhere

departure,transitionandreturntakeplace.AdvancinguponvanGennep・soriginalwork,

culturalanthropologistVictorTurner,inapaperpublishedin1979,introducedaconcepthe

called・publicreflexivity・wheretheliminalstagesofritualasapartofpublicperformance,

acarnivalorfestival,forexample,areredefinedasframe,flowandreflection.Toexamine

whatTurnermeansbyframe,flowandreflection,IwillfocusonthetownofSekiinMie

prefecture,asmallcommunityofroughly7,000locatedincentralJapanwhereIhavelived

forthepasttwentyyears.AsalongtimememberofSeki・sshrinefestivalmusicalgroup

（Seki・sKozakimatsuribayashi）,Ilooktoreflectonmypersonalexperiences,andthoseof

otherswithwhomIsharethisspecialtimeofritualperformanceinthepublicsphere.
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PublicPerformanceandSpiritualUplift:
SekiMatsuriand・theFlow・

BrianJamesMahoney

公的儀礼行為と精神的昇華：関宿の祭りと「フロー」

ブライアン ジェームズ マホニー

〈摘要〉

ファン・へネップは、儀礼的行為には「分離期」「移行期／過渡期」「統合期」の

三つの段階があると主張したが、その後ターナーは、儀礼的行為を公的な活動（カー

ニバル、祭り等）として解釈し、へネップの三つの段階を「フレーム」「フロー」

「リフレクション」と修正した。本稿では、ターナーの議論を援用し、三重県関町

で毎年夏に開催される壮麗な公的活動、関宿祇園夏祭に焦点を当てる。筆者は長年

に渡って関木崎祭囃子の構成員であるが、本稿では祭りの体験と儀礼的行為として

論じるとともに、筆者及び同じく祭りに参加した人々の経験を報告する。祭りの目

的は地域神、守り神を奉るものであるが、それはつまりターナーの言うところの

「フロー」であり、人々を祭りの "魂"に導くものである。

キーワード：関宿祇園夏祭、東海道五十三次の関宿、祭囃子、儀式、三重県指定文

化財

研究論文



Tobeginwith,Iwilldiscusstheconceptof・frame・asIintroducethetownofSekiandits

majorpublicperformancetheshrinefestivalormatsuri.Next,asthecentralaspectofthe

matsurirevolvesaroundthelocaldeityor・kami・,Iwilldiscusstheconnectionbetweenfolk

religion,orfolkShinto,andthatofSeki・smatsurianditsworshipofthekami,ineffectwhat

trulythefestivalisabout.Itiswithinthisframeofworshipandcelebrationthateveryday

lifeissuspended,and・communitas・,orthetruespiritofthecommunityarises.Inthis

transitionalor・liminal・state,theparticipantmayexperienceacertainpoweroroneness

-beinginthe・flow・-withthesubjectofvenerationanduponreturn,orwhatTurnerdenotes

as・reflection・,thusfeeltransformed.Iarguethatitisthisaspectofspiritualuplifting,that

largelycompelsparticipantstorenewtheactofritualaspublicperformanceyearafteryear,

generationaftergeneration,fortimeeternal.

2.Frame:Sekimatsurithroughspaceandtime

Inpreparationforthispaper,IconductedinterviewswithTanigawaKazuhiro（aged66）

andKasaiSatoshi（aged43）whoarebothresidentsofSekiandhavelongplayedkeyroles

inSeki・smatsuri. Overtwoseparateinterview sessions（Tanigawa/Kasai,personal

communication,Nov.14th&28th,2021）,wediscussedarangeoftopicsaboutSeki,itshistory,

andmostimportantly,itsannualshrinefestival.

FirstdocumentedasastrategicmeetingpointduringtheJinshinWarintheyear672CE

（鈴鹿関町文上巻,pgs.31-34）,SuzukanoSeki（鈴鹿関）,asitwasknowninancienttimes,

wasfornearlyonehundredfiftyyearsthelargestoftheSan-Gen（古代三関）,orthreegreat

barriersstationsofthecentralKinaidomain（SeeMahoney:ImaginingSuzukanoSeki）.By

thebeginningofthe17thcentury,theTokugawabakufuhadredevelopedSekiintooneofthe

majorposttownsalongtheT�kaid�thoroughfareconnectingthecapitalofKyotowithEdo

（Tokyo）.However,thetown,locatedatthebaseofamountainrangewithseverallarge

rivers,theKabuto,SuzukaandOno,haslongoweditssustenancetothatofabundant

agricultureandforestryresources.AccordingtoTanigawaandKasai（2021）,thelocalkami

（deity/sometimespluralizedasdeities）isviewedastheprogenitorofrice,wheatand

agriculturalfoodstuffsandpraisedsinceancienttimesforthecontinuinggenerosityit

bestowsuponthecommunity.Itiscommonlybelievedthatthekamiresidesinthefields

fromspringuntiltheendofautumn,leavingforthemountainsinwintertime.Itisforthe

summertimeshrinefestivalthatthekamiisrituallysummonedtoits・earthly・homeinside
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ofSeki・scentralshrine.Miyake（pg.25）writesthatfortheJapanesepeoplereligiousbeliefs

canbedescribedasanamalgamationofitsmoreprimitivebeginningswiththatofelements

fromShinto,Buddhism,Daoism,yin-yangdualism,Confucianism,andthereforetheterm

・folkreligion・（minzokush�ky�）moreaccuratelyapplies.Thisfolkreligion,withitsfestivals,

annualobservances,ritesofpassage,andevenexorcism,thus・putsthegreatestemphasisnot

onideasbutonrituals.・

AccordingtoTurner（pg.468）,・Ritualtimeisorderedbyrulesofprocedure,writtenor

unwritten…withawell-definedbeginning,middle,andend・.InSeki,asapreludeforthe

comingofthekami,ritesofpurificationaremeanttodriveawayevilandtowelcomethe

kamihome.Themorningbeforepublicperformancescarefullyorchestratedprivaterituals

areconductedbytheShintopriest（s）andattendants（Tanigawa,2021）.Theveryfirst・act・

ofthematsuriistorituallyinvokethekamifromitsinnersanctuarywithelaborateofferings,
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Figure1.関宿中町TraditionhasitthatduringthetimeofwinterinSeki-Juku,the

localkamileavesforthenearbymountains.PhotobyAuthor.



includingbutnotlimitedtothatofrice,salt,water,ricewineandacutoffreshsakaki

branches（Ono,pgs.65,66）.Schnell（pg.17）writesthatthekami・sspiritisthen・bound・to

atalisman,whereasOno（pg.68）writesthatthekamiitselfissymbolicallytransferredfrom

theinnersanctuarytothesacredpalanquin（mikoshi）.Inwhichevercase,thepalanquin

servesasthetemporaryabodeofthekami/spiritasitisparadedthroughtown（Tanigawa,

2021）.

Turner（pg.467）writesthat,・Allperformancesrequireframedspacessetofffromthe

routineworld・.Turnerdescribesthisspace（s）aseitherpermanent,theshrinebuilding

itself,forexample,orinthecaseofthepublicperformance,aspacethatissituational.The

spacesthataredelineatedfortheSekimatsuriincludesthosewhicharefixed,thetwoshrines

andstorehouseswherethepalanquinand2-3storywoodenwagons（festivalfloats）arekept,

andthosethataresituational,theroutesthattheprocessionfollowsbeingdecidedyearlyby

neighborhoodleaders.Whatiscentraltotheconceptofpublicreflexivitythoughisthat

thesespacesareinpublicview.Theyarenot,asTurnerwrites,・secretaffairs・whererites

areperformedin・cavesorgrovesorinlodgesprotectedfromprofanationbypoisonedarro

ws.・However,thereareatleasttwomajoraspectsofthematsurithatreallyareinasense

・secretaffairs・,theritualinvocations,forone,andtheotabishoorrestingplaceanother.The

otabishoisasomewhatsecretlocationwherethekamirestsforthenightin-betweenvisiting

theshrinesduringfestivaltime（Ono,69）.InSeki,thisrestingplaceislocatedonthe

groundsofthetown・soriginalshrine,fuefukidaimyo-ji（笛吹大明神）.

TheSekimasturiinvolvestwotypesorstructureswithintheframingprocess,ontheone

hand,acarefullycontrolledenvironmentwithfixedtimeandspacethatinclude・firm

procedural,evenrubricalrules・andcontrastingwiththis,situationaltimeandspacefor

whichTurnersaysgivesriseto,・numinous・,ormoreplainlyspeaking,・atimeofwonders・

（pg.470）.Inthisso-calledhigherreality,aparallelworldemergeswhereseveralkeythings

mayoccur,includingatemporarysuspensionofthemundanelife,roleandstatusreversals,

arefocusingorreengagementwiththepast,・chaos・toanacceptablelimit,andsoforth.To

markthesepolaritiesinsocialstructureandbehavior,Turnerintroducedtheterms

communitasand・anti-structure・,hedescribesitas,・themutualconfrontationofhuman

beingsstrippedofstatusrolecharacteristics-people,・justastheyare,・gettingthroughto

eachother…・（pg.471）.
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3.Performance:・Communitas・andthematsuri

Itisanespeciallypowerfulmoment,andsomethingthatseemsrightathomewith

Turner・sconceptofcommunitasoranti-structure,whenagroupofunmarriedmenintheirlate

teensandearlytwenties,cladinallwhitefromsacredfootweartosacredheadband,hoistthe

palanquin（神輿）upontheirable-bodiedshoulders.Thefinaldestinationisalreadyknown,

however,astheirownspiritsbecomeonewiththekami,theywilltravelasfreelyasthekami

takesthem.AccordingtoTanigawa/Kasai（2021）,aftertheconclusionofthe・deitytransfer

ceremony・（kamiutsushi）thepalanquinprocessionbeginsinthelatemorningofthefirstday,

andismarkedbytheloudvoices,rhythmicallychanting・wasshoi,wasshoi・-aspecialcallto

thecommunitythatthekamiisnowintheirpresence.Turner（pg.468）mentionsthatoften

theseaudiblemarkersareusedinritual,theshoutingandchanting,forexample,to

dramaticallysignalthatseculartimehasnowbeensuspendedandthetimeforthesacredhas

takencenterstage.Andso,thesetentofifteenyoungmen,whohaveseeminglytakenover

thestreetsofthecommunity,carrythepalanquinthroughouttheday,stoppingatrandom

toblessvarioushomesandbusinesses,chantingandgesticulatingwithbountifulenergy.It

isanespeciallydramaticexampleoftheroleandstatusreversalstakingplace,withfull

controlandresponsibilityofthekami,forwhichthespiritofthecommunityseemstotruly

restupontheirshoulders.

Bylateafternoon,theneighborhoodsgroweversoquiet,asearlyeveningbringsthemain

event-thedashi-gy�retsuorgiantwoodenwagon（float）procession（山車行列）.Crowds

gather,andvariouslargegroupsofparticipantssoonappearclothedintheirownunique

colorfulmatsuricostumes,chantingandmerry-makingastheypulltheenormouswooden

wagons,knownasdashi（山車）,fullofmusiciansplayingbambooflutes,drumsandgongs.

Itismostevidentatthistimeofmatsuri,wheretheeverydayroutineoflifeissuspendedand

whatTurner（pg.265）soaptlydescribesas・astateorprocesswhichisbetwixt-and-between

thenormal・arisestosupplantit-ifonlyforashorttime.Incontrasttotheshrine

ceremonies,thedashiprocessionintroducesawholenewarrayofpersonalities,positionsand

responsibilitiesamongstthewide-varietyofparticipants.AsSchnell（pg.20）comments,

・Theliminalphase（whereaccordingtoTurnersocialrelationshipsareupended,reversed,

orevenabandonedalltogether）issignificantintermsofsocialprocess,asitrepresentsan

opportunityforintroducingnewideas・.Thiscanbeseenmostclearlyinthenewhierarchy

ofpositionsthatisrepresentedbyeachofthefourneighborhood2-3storywoodendashi.At
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groundlevelcenteredaroundthedashiitself,arethe・muscle・,amixtureofyoungerand

not-so-youngmenwhowhilechantingtraditionalworksongs,carefullymaneuveranddirect

theseveralton-four-wheeledwagon.Withheavyropesinhand,the・pullers・makeupthe

largestshareofparticipants,men,womenandchildrenwhosejobistoliterallypullthedashi,

noteasyworkeitherconsideringthewoodenwagonwheelsalonemeasureameterandhalf

tall.Atthesecondlevel,oronthefirsttier,arethemusicianswhosepositionsarebasedupon

instrument,age,genderandexperience.Thesinglelargesuspended-drum（tsuri-daiko釣太

鼓）,providingthemainrhythmicpulse,ishiddeninsideaswellasthatoftheyoungboys

whoplayit.Atthefront,infullpublicviewisthegroupoffiveyounggirls,whilesinging

andchantinginunison,playthesmallertensiondrums（shime-daiko締太鼓）,andthesmall

gong（kane鉦）.Positionedaroundthefirsttierofthecartarethebambooflute（shinobue

篠笛）players,bothmenandwomen,andfinallythemasterfluteplayer（themusicalleader）

whoispositionedinthefrontjustbehindtheyounggirls.Roundingoutthegroup,and

standingaloneuponthewagon・scentralbeamfacingthemusiciansisthe・guide・,Kozaki・

sspiritualdriver（seefigure2）.
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Figure2.木崎の山車Themuscle,pullers,musicians,the・guide・andatthetop-theleaderspropel

Kozaki・sdashi.PhotobySyuzoKariya.
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Atthenextandfinallevel,aretheneighborhoodleaderswho,atleastduringthematsuri,

・sitatopthemountain・aboveeveryoneelse（enjoyingthebestview）.Itisinterestingtonote

thatourneighborhood・sthreematsurileaders（whoarebasicallyvolunteers）,areemployed

asaplumber,deliverytruckdriverandmuseumstaff,respectively（Tanigawa/Kasai,2021）.

Turner（pg.467）makesspecificnoteaboutthiswhenhewrites,・inmanyculturesrituals

performedatmajorcalendricalturnsportrayedturnaboutsofnormalsocialstatus・,however,

Turnerfindsthatthisisonlyonepartofthestory,hecontinues,・Justasimportantarethe

wayssocietyfindsinthesepublicritualsofcommentingonandcritiquingitself・.Certainly,

oncethesacredreturnstothemundane,Icannothelpbuthaveasenseofrespectforour

matsurileaders,regardlessoftheiroccupationorsocialposition.Therefore,itisnotonlya

wayofacommunitycritiquingitself,butalsothatofindividualsreassessingpre-conceived

notionsofhierarchyandsocialstatus,andtheextentofpowerand/orauthority.

4.・IntotheFlow・ofthematsuri

Especiallyinsmallermoretight-knitcommunitiessuchasSeki,thepublicactsofritual

havelongbeenpracticednotonlyforpraiseandprotectionbutasanexpressionoftheunique

flavororindividualityofthepeoplesthemselves.Intimespast,fromtheEdoera（beg.1603）
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Figure3.Kozaki・slegendofthe・Kappa・orwaterspiritsilkembroideredtapestry.

PhotobySyuzoKariya.



untiltheearlyperiodoftheMeijiera（beg.1868）,theSekimatsurihadtwouniquely

separatefestivalshappeningsimultaneously,oneintheShinjoneighborhoodcenteredaround

theshrineFuefukidaimyo-jiandtheotherintheNaka-machi/Kozakineighborhoods
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Figure4.三番町 (San-BanCh�) Figure5.北裏 (Kita-Ura)

Figure6.四番町 (Yon-Ban-Ch�)

Photos4,5,6byAuthor.
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originatingfromwhatisnowcalledSekishrine,orSeki-jinja.Duringitsgoldenagefromthe

middleyearsoftheEdoera（early19thcentury）throughthetimeoftheMeijiera,theSeki

matsurifeaturedatotalofsixteen,2-3storywoodendashi,sixofthem intheShinjo

neighborhood,eightinNaka-machi,andtwoinKozaki（鈴鹿関町文上巻,pgs.622-625）.

Whiletoday,onlyfourdashiremain,threeinNaka-machiandoneinKozaki,eachneighb

orhood・swoodenwagonishighlyunique,quitedifferentinarchitecturaldesignand

decoration,includingtheexquisitesilktapestries,andlanternswhichadornthem（seefigures

3,4,5&6）.

TogetherwiththegiantwoodendashiandclassicEdoeratownscape,addingsignificantly

totheoverallatmosphereofthefestivalaretheneighborhood・suniquelydistinctivesymbols,

colorsandmatsuricostume.Andbringingallthesevariedelementstogetherasifitwerea

singlewholeisthemusicofSekimatsuri.AccordingtoTanigawaandKasai（2021）,inthe

early1800s,animperialcourtmusicianofsomerenownbythenameofSaitoTarozaimon,had

fallenillwhileonhiswaytovisittheGrandShineofIsetakingrestinSekitown.During

hislongrecoveryinSeki,hewitnessedthematsuriandinspiredbythekindnessshowntohim

bythepeopleofSeki,composedasongtoaccompanywhatwasthenamusic-lessprocession.

Creatingthemelodyandallmusicalpartsbychantedverse,Tarozaimonconstructeda

multi-layeredcompositionsimilarinthemeandtonalitytothatofgagaku,orimperialcourt

musicofancientKyotoandIseShrine.TanigawafurtherpositsthatTarozaimonlikely

wouldhavereturnedtoSekiperhapswithsomeofhisfellowcourtmusicianstoteachthe

localshowtoplaythemusic,ineffect,amusicalworkshopwherenotjustthoseinterested

mayhaveparticipated,butrather,thewholetowncomingtogethertowitnessandlearn

aboutthevariousinstrumentsandmusicalparts.HisoralpoemtothepeopleofSeki,with

thesubsequentadditionsofbambooflutes,varioussizeddrums,gongandlyricalaccompani-

mentwouldevolveintoasweepingfive-partsuite（Takakusu,1978）.

Theslowwaltz-likecadenceofTarozaimon・sballadtoSekiisthecatalystto・flow・for

whichTurner（pg.487）describesasastateinwhichthereis・littledistinctionbetweenself

andenvironment,betweenstimulusandresponse,orbetweenpast,present,andfuture.・

Whilethecompositionistenminutesinlength,itisperformedalmostcontinuously

throughouttheeveningprocession,aroundfivehoursintotal.Jennings（pg.117）makesan

interestingobservationaboutrepetitioninritualperformance,hewrites,・Ritualactiondoes

notprimarilyteachustoseedifferentlybuttoactdifferently.Itdoesnotprovideapointof
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viewsomuchasapatternofdoing.・Anditiswiththispatternofdoingthatthe・partici

pantsarefreetointerpretthemovementsinwaysthataremostrelevanttotheirimmediate

circumstances・（Schnell,pg.294）.AndthismakessensewhenTanigawaandKasai（2021）

talkedaboutthemusicinitiallyhavingbeenperformedonlyoneway,however,each

neighborhoodovertimeaddedtheirownslightrhythmicvariations,timefeels,stopsand

starts,mutatedorhalf-tones,extendedchantingandsoon,forwhichthispublicperformance

remindsusthatacommunity,isstillacollectionofpersonsinsearchofindividualexpression

（seefigure7）.

IfthereisonespecialaspectoftheSekimatsurithatcapturesthe・flow・asTurner

describes,itmustbethelateeveningmeetingofthefourdashiinthecentralsquare.Inthis

predeterminedspaceandtime,thedashiwithcandle-litredpaperlanternssuspendedfrom

toptobottom onallsides,appearasglowing-woodenskyscraperstoweringoverthe

thousandsofonlookers.Ithasalreadybeenfourhours,andthe・muscle・,the・pullers・and

themusicianshavebeenmoving,chantingandplayingalmostnon-stop.Nowitistimefor

alittleshowingoff,forthedashicanrotate360degreesforaslongandasfastasthe・muscle・
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Figure7.Tarozaimon・sfive-partsuitewithbambooflutes,drums,gongandlyricalaccompaniment.

PhotobySyuzoKariya.
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arewillingandabletomakeithappen.Twotothreeminutesgoesby,fiveminutesmore,

astherotationscontinue,thecrowdroarsitsapprovalwantingonlymoreofthesame.Ten

minutesandthere・sreallynosenseoftime,allamusiciancandoiscloseone・seyesandplay,

fingeringthenotes,orbeatingthedrum,ifanything-soasnottobecomedisorientedandfall

off.However,thefeelingisbeyondwords.Atremendouspulseofonegroupinunisonwith

theothers,fourgiantspinningredlanternsglowingforthecommunityanditskami（see

figure8）.

5.ReturnandTransformation

Howcouldonenotbeaffectedbyanexperiencelikethisandnotbe・transformed・ifonly

alittle.Tanigawa（2021）rememberssofondlywhenasachildthemainstreetwasadirt

roadwiththeincrediblesightofthedashiwhichglowedsobrightsincetherewerefewlights

atnight.Allhewantedtodo,justlikealltheotherkids,wastohavethechancetoplay

drumsonthegiantwoodenwagon.Herecalledthatwithtoomanychildrenwaitinginfront

ofhim,henevergotthechancetorideandperform.However,attheageofforty-onehe
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Figure8.舞台回しThedashiinfull-rotationalspin,thered-candlelitlanternsblendingintoone.

Photo:Kameyama-Kanko.



fulfilledhischildhooddreamwhenaftermasteringthematsuri・sbamboofluteheascended

Kozaki・sdashifortheveryfirsttime.TodayheisrecognizedasonethefinestofallSeki

matsurifluteplayers,andtoourgreatbenefit-passingonhisknowledgeasmasterteacherof

bothfluteanddrums.Kasai（2021）gothisfirsttasteasamatsurimusicianinthe5thgrade,

switchingtobambooflutefromjuniorhighschool,nowtogetherwithTanigawa,training

newgenerationsofmatsurimusicians.Andso,whilethekamiprovidesthecause,itisthe

・flow・asanupliftingexperiencewhichdrawsthepeopleintothe・spirit・ofthematsuri.Set

totransformtheeverydaylifeofthecommunity,theannualobservanceoftheSekimatsuri

bringstogetheracommunityofcelebrants,whereinaphenomenondescribedbyCampbell

（1949）,thedivineandthehuman,whichnormallyseemasdistinctasnightandday,infact,

blendintoone.Therealmofthesacredismostlyaforgottendimensionofthisworldwe

know.TheSekimatsuriexemplifiesthepoint-thatthetwokingdoms,aretrulyone.

Bibliography

関町教育員会［SekiTownBoardofEducation］.（1977）.鈴鹿関町文上巻［HistoryofSuzukaSekiTown,

VolumeOne］.Tokyo,Japan:NisshaPrintingCo.,Ltd.

Campbell,J.（1949）.TheHeroHasaThousandFaces.Princeton,NewJersey:PrincetonUniversityPress.

Hitoshi,M.（2005）.TheMandalaoftheMountain:Shugend�andFolkReligion.（G.Sekimori,Ed.&

Trans.）.KeioUniversityPress.

Jennings,T.W.（1982）.OnRitualKnowledge.TheJournalofReligion62（2）,111-127.

http://www.jstor.org/stable/1203176

Kasai,H.&Tanigawa,K.（2021,Nov.14th,28th）.PersonalCommunication.Sekitown,Mieprefecture,

Japan.

Mahoney,B.J.（2021）.ImaginingSuzukanoSeki「遺跡の今昔」.DepartmentBulletinofCIER,Mie

University（16）,pp.77-89.https://ci.nii.ac.jp/ncid/AA12754693

Ono,S.（1987）.Shinto:TheKamiWay.Tokyo:CharlesE.TuttleCompany.

Schnell,S.（1999）.TheRousingDrum:RitualPracticeinaJapaneseCommunity.Honolulu:Universityof

HawaiiPress.

Takakusu.（1978）.SekiMatsuriMusicalScoreforFluteandDrums.Sekitown,Mieprefecture,Japan.

Unpublished.

Turner,V.（1979）.Frame,FlowandReflection:RitualandDramaasPublicLiminality.Japanese

JournalofReligiousStudies,6（4）,465-499.http://jstor.org/stable/30233219

三重大学国際交流センター紀要2022 第17号（通巻第24号）

―26―



１．はじめに

三重大学国際交流センター（1997年設立）は、2005年の法人化以降、国際交流・国際

教育・国際サービスの3部門に改編された。国際教育部門は、2019年に留学生30万人計

画（1）が達成された現在まで、協定校や受入れ留学生数が倍増していく中で、日本語・日本

文化教育や異文化理解・異文化間コミュニケーション教育を担ってきた。その間、在住外

国人を対象としたサバイバル日本語教室はじめ、文化庁「生活者としての外国人」支援助

―27―

留学生と地域の人々との盆踊りを通した国際交流と地域の国際化
―アンケート調査から―

福 岡 昌 子

InternationalExchangeandRegionalInternationalizationthrough

BonFestivalDanceInvolvingInternationalStudentsandLocalPeople

― Conclusionsfrom aQuestionnaireSurvey―

FUUKKUUOOKKAAMasako

〈Abstract〉

AtMieUniversity,asthenumberofinternationalstudentsfromoverseaspartner

universitiesisincreasing,internationalstudentshavebeentryingtohaveinternational

exchangeswithlocalpeoplethroughBonOdori.Unfortunately,theeventhasbeen

canceledduetotheCoronadisaster,butitisasummerprojectoftheInternational

ExchangeCenter,whichhasbeenheldfornearly10yearssince2009.Uptonow,50

internationalstudentshaveparticipatedintheBonOdoripartyheldatthespecial

templeatthekneeofMieUniversityeveryyear.

Thispaperreportsaquestionnairesurveytointernationalstudentsandlocalpeople

in2018.InternationalstudentsworeyukataandparticipatedintheBonOdoridance,

andenjoyedthecross-culturalexperiencefromthebottomoftheirheartsbydancing

withthelocalpeople.Ontheotherhand,itturnedoutthatthelocalpeoplewere

delightedandwelcomedthefactthatBonOdori,whosenumberofparticipantswas

decreasingyearbyyear,becamelivelyandinternationally.Manyinternational

studentsandlocalpeoplewereabletoexchangeinternationallythroughBonOdori,

andmanyrequestedthattheycontinueinthefuture.Whilemulticulturalcoexistence

andSDGSarebeingcalledfor,thereareawidevarietyofwaysinwhichinternational

studentscaninteractwiththelocalcommunity,butwewouldliketoconnectthemto

thefutureinawaythatisbeneficialtobothpartiesandtheuniversity.

キーワード：留学生、地域、国際交流、盆踊り、アンケート調査、地域の国際化

調査報告



成によるボランテイア日本語講師養成講座、ブラジル人子弟のためのボランティア日本語

講座など、多くの事業を実施してきた。

本稿では、留学生と地域の人々との盆踊り交流会を通した国際交流事業について紹介す

る。現在は残念ながらコロナ禍により開催が中止されているが（2）、2009年より10年近く

継続実施されてきた国際交流センターの夏の事業である。三重大学のお膝元にある栗真町

屋町にある専称寺（3）で行われる地元の盆踊り交流会に、毎年50名前後の留学生が参加し

てきた。事業の目的としては、次項で述べるように、①日本古来の盆踊りという日本文化

を知る、②留学生の異文化体験への挑戦、③浴衣を着てみる、④留学生と地域の人々との

国際交流の4点である。

留学生の学外での活動は様々である。留学期間中に積極的に学外に出て日本人と積極的

に交流を持とうとする者、逆に留学生宿舎と大学との往復だけで留学生活を終えてしまう

者、多種多様である。留学生によっては学内の日本人学生との交流さえも構築することが

難しく、学外の人々との交流は全くないまま帰国するという留学生が大半を占める。盆踊

りという日本の夏に行われる異文化体験をぜひ留学生に体験してもらいたいということで

この事業が開始された。

2018年に地元の方にアンケート調査し、地元の方々は留学生の参加をどのように思っ

ているか、一方留学生は参加してどう思ったのか、アンケートを取る機会を得た。本稿で

は、その結果について報告するとともに、今後の留学生と地域の人々との国際交流の在り

方、地域の国際化について考えてみたい。

２．事業の背景

２．１ 日本古来の盆踊りという日本文化を知る

津市は旧盆の風習が残る街である。三重大学が位置する栗真町屋町は津市の中でも大き

な盆踊りを毎年開催する地区である。このお盆という先祖祭祀の風習は、アジア地域の国々

でも行われており、アジアからの留学生には共感できるものがある。一方、ヨーロッパの

留学生にとっては珍しい異文化体験となるが、留学生の中には日本文化の授業で、盆踊り

を学んだという留学生もいて、実際に日本の盆踊りを体験できて喜ぶ者も多い。毎年恒例

となったこの行事は、留学生にとっては日本古来の日本文化や風習を知るいい機会となっ

ていた。

２．２ 留学生の異文化体験への挑戦

盆踊りは、日本の祭りでは珍しく参加型の祭りである。青森のねぶた祭は他地域からの

人々を受け入れてくれる代表的な参加型の祭りだと言えるが、そもそも外国人観光客が飛
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び入りで参加できる祭りは少ない。日本の祭り

の多くは地域の人々が地域の信仰を祀るものが

大半で、観光客はそれを見て楽しむという祭り

が多いのではないだろうか。その中で、日本の

地方に残る盆踊りは 参加型の祭りだと言える。

栗真町屋町の地域の人々は、そんな留学生を毎

年快く受け入れてくれている。

２．３ 日本の着物：浴衣を着てみる

国際交流センターには、現在寄付などにより

男性の浴衣と帯セットが約10着、女性の浴衣と帯セットが約25着ある。津市は例年7月

末には花火大会があるので、女子留学生は密かに浴衣を購入し、浴衣を着て出かける花火

大会や盆踊りを楽しみにしているようだ。男子留学生は当初は浴衣を着ることに抵抗があっ

たようだが、近年は浴衣を着てみたいという男子留学生も増えている。留学生に着物を着

せる役は毎年教員であるが、地元のボランティ

アの方々が着付けの先生になって留学生に着方

を教えてくれる時もあった。留学生たちは、貸

し出し用の浴衣から好きな柄の浴衣を選び、夏

の暑い中汗だくになって浴衣に着替え、日が沈

む頃に国際交流センターのある建物の玄関に集

合する。下駄を用意する者もいて、履きなれな

い下駄をはいて盆踊り会場となる専称寺に向か

う。

２．４ 留学生と地域の人々との国際交流

毎年10月末に大学祭があり、地元の方々が楽しみにして本学を訪れる。海が近い栗真

地区には高い建物は少なく、地震が起きた際は三重大学の高い校舎が避難場所だと語る人々

も多い。また、この地区には賃貸アパートも数多くあり三重大学の学生が居住している。

竜神祭や除夜の鐘撞など地元の行事に関心のある学生は個々に参加していたようだ。ある

日アパートに住む留学生が盆踊りのチラシが郵便受けに入っていて、これはどんなお祭り

なのか聞かれたことから、夏に盆踊りをやっていることを知り、留学生を連れて行こうと

いうことになったと記憶している。留学生が盆踊りに参加する度に、自治会の方々は留学

生のために飲料のチケットや団扇を準備してくださっていた。

留学生と地域の人々との盆踊りを通した国際交流と地域の国際化－アンケート調査から－
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図１．留学生へ盆踊り参加への案内（2012年）

図２．留学生に着付けをする教員達（2013年）



３．地域の方々・留学生へのアンケート調査から見えてくるもの

３．１ 地域の方々のアンケート結果から

10年近く留学生が栗真町屋町の盆踊り

に参加させていただいてきたが、地元の方

はどのような感想をお持ちなのか2018年

アンケート調査を実施した。本項では68

名のアンケート結果をまとめた。

① アンケートに回答して下さった方の年齢

盆踊りの会場でアンケーにご協力いただ

いたのは50代から80代の方々だった。盆

踊りは櫓（やぐら）を立て、かき氷などの

屋台も出しており、大変な準備の要る作業

であると思われる。盆踊りの練習も、事前

に婦人会を中心に行われている。

② 留学生が盆踊りに参加しているのをご

存知ですか。

回答者は、留学生が毎年盆踊りに参加し

ていることをご存知だった（89％）。近年

では、自治会の方が開催チラシを国際交流

センターまで持参してくださるようになっ

ていた。

③ 留学生が盆踊りに参加して変わりまし

たか？

留学生が盆踊りに参加するようになって、

華やかで活気が出た（32％）、国際的になっ

た（26％）と、歓迎されている方が多かっ

た。
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図５．留学生が盆踊りに参加して変わりましたか？
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図４．留学生が盆踊りに参加して

いるのをご存知ですか。
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④ 留学生が盆踊りに参加するのを、どう

思いますか。

留学生が毎年盆踊りに参加することを、

どう思っていらっしゃるか率直にお尋ねし

てみた。お盆という先祖供養の儀式でもあ

るので、迷惑ではないかと思っていたが、

今後も続けてほしいという多くのご感想を

得た（89％）。

⑤ 三重大学が地域と連携で行っている国

際交流の行事をご存知ですか。

三重大学が国際交流センター以外に、地

元の地域と連携で行っている国際交流の行

事があるか尋ねた。もしあるとすると、秋の

大学祭くらいしか思い当たらなかった。やは

り、68％の方が知らないという回答だった。

⑥ 今後三重大学と交流を希望する国際交

流イベントはありますか。

今後三重大学と交流を希望する国際交流

イベントは、具体的にどんなイベントがあ

るとよいか伺った。防災に関する交流イベ

ントを希望する回答もあった（26％）。先

にも述べたように、白塚地区は津市指定の

避難ビルが点在するが、専称寺周辺は高い

ビルも少ないため、地震が起きた際は、真っ

先に三重大学に行くと聞く声をよく耳にし

ていた。確かに、防災等の避難訓練など、

地域と連携した行事を希望する声もあり、

もっと防災に関する交流イベントがあると

よいのでないだろうか。

その他、大学祭における地域住民との交

流イベント（32％）や留学生との交流イベ

ント（38％）を期待する声もあった。

留学生と地域の人々との盆踊りを通した国際交流と地域の国際化－アンケート調査から－
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図６．留学生が盆踊りに参加する

のを、どう思いますか？
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⑦ その他自由記述

その他自由記述では、毎年多くの留学生に参加していただき、地域が活気づくので嬉し

いと、今後も参加継続を望む声が多かった。また、具体的に龍踊りという地元祭りへの参

加や荒廃農地の整備の支援、津市清掃dayへの参加を望む声、小学生や高齢者との交流

活動を期待する声、自国へ帰って日本の思

い出話になれば嬉しいという声も聞かれた。

３．２ 留学生のアンケート結果から

留学生のアンケートは盆踊り参加後に実

施したため、残念ながら8名からしか回収

できなかったが、ほぼ例年通りの声が聞こ

えていた。

① 専称寺の盆踊りの感想

盆踊りの感想としては、「楽しかった。

機会があったら、 また参加したい」

（100％）など、留学生は盆踊りを満喫して

いたようだった。

② 盆踊りのどんな点がよかったですか。

「盆踊りが踊れてよかった」（26％）や

「日本の夏の文化の風習がわかってよかっ

た」（26％）など、当初の目的である日本

の地域ならではの夏の文化や風習を体験し、

理解してもらうことができた。また、当年

度はボランティアによる浴衣の着付け教室

があり、1人で浴衣を着ることができたこ

ともよかった。大学の貸出の浴衣も選べる

くらいの枚数があるので、女子留学生にとっ

ては思い思いの浴衣を着るのも楽しみの一

つのようだ。

③ 後輩の留学生にも盆踊り体験を勧めま

すか？

「後輩の留学生も参加できたら、きっと

楽しいと思う」（60％）。留学生は帰国後、
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図９．専称寺の盆踊りはいかがでしたか？
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留学験について後輩に話す機会が多いので、ぜひ盆踊り体験も勧めてほしいと思う。また、

回答にもあるように、8月の第1週の土曜日は近隣の市町村のイベントも多いせいか、他

のイベントにも興味のある学生も多く、近年欧米の男子学生の参加が減少傾向にある。

④ 今後も盆踊りなどを通して、地域の方々

と交流を続けたいですか？

回答者全員が「今後も盆踊りなどを通し

て、地域の方々と交流を続けたい」と思っ

ていた（100％）。毎年、盆踊りの会場で、

留学生が地域の方々と話す光景も多く見ら

れ、地域の方々と交流できるいい機会となっ

ている。

⑤ 今後どんな国際交流やイベントを実施

したら、地域の方々が参加しやすいと思

いますか。

留学生や地域の方々が共に参加しやすい

国際交流やイベントはどんなイベントか、

参加方法についても聞きたいと思っていた

が、あまりいいアイデアはなさそうである。

全員が「盆踊りのような地域住民と留学生

の交流イベント」（100％）を挙げていた。

栗真町屋町の方々にお聞きすると、生物資

源学部が地元の酒造店と協働で酒作りを行っ

ていることをご存知だったが、防災や大学

祭に関わる交流イベントは実施していない

状況が理解できた。

⑦ その他自由記述

「とても暑い日だったけど、浴衣を着ることができ、日本人の方と一緒に踊れて楽しかっ

た」、「盆踊りはとても楽しかった」、「盆踊りは思ったより簡単でした。後輩たちは絶対に

楽しいと思う」という感想を得ることができた。

留学生と地域の人々との盆踊りを通した国際交流と地域の国際化－アンケート調査から－
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図12．今後も盆踊りなどを通して、地域の

方々と交流を続けたいですか。
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４．盆踊りの交流に参加した留学生の寄稿、盆踊りの縁をくださった元自治会長さんのお話

実際に盆踊りの国際交流に参加して留学生はどう思ったのか、3人の留学生と栗真町屋

町の元自治会長の奥山憲次さんのお話を掲載する。4.1は2012年度工学部特別聴講学生

のチョウ・クエンさん（中国出身で日本在住）、4.2は2015年度国際交流センター日本語

日本文化研修留学生のアピンヤー・小濱（サエングサワング）さん（タイ出身で日本在住）、

2017年度日本語日本文化研修留学生のカリナ・キム（オレーナ）さん（ウクライナ出身

で韓国在住）である。チョウさんは盆踊り体験をまとめ、留学生日本語弁論三重県大会で

スピーチした。その原稿を本人の許諾をいただき掲載した。アピンヤーさんとカリナさん

は本稿へ寄稿してくれた。奥山憲次さんは、本学の留学生が盆踊りに参加するきっかけを

作ってくださった方で、快く寄稿してくださった。

４．１ 2012年度工学部交換留学生のチョウ・クエン：盆踊り体験に基づく弁論大会の原

稿「私の日本留学生活－踊りましょう－」

皆さんは踊ったことがありますか？踊る時はどういう気持ちですか？私はリラックスで

き、ストレスを発散することができます。私は踊る時、元気になります。そして心も体も

軽く美しくなると思うし、そして人生が豊かになると思います。世界中が素晴らしく感じ

られます。だから、私は踊りが大好きです。

私は日本の盆踊りのことを聞きました。とっても行きたくなりました。やっと8月4日

が来て、栗真町屋町の盆踊り大会に参加しました。浴衣を着て、参道の提灯を見て、砂利

道を通って寺に入りました。盆踊りの音楽の音がだんだん大きくなり、お祭りの雰囲気が

盛り上がっていました。急に音楽が止まって、マイクから「今から、踊りましょう」とい

う放送と同時に元気のいい太鼓の音が聞こえてきました。「掘って、掘って、また掘って、

かついで、かついで、ながめて、ながめて、おして、おして、開いて、ちょちょんがちょ

ん」。みんな太鼓や音楽に合わせて、輪の中に

入り、輪になって踊っていました。みんな笑顔

で踊っているのが見えました。あれ、不思議な

ことが起きました。あまり踊らない友達もこん

な楽しい雰囲気では抵抗なく、参加していまし

た。それは踊りの力ですね。私たちは櫓の上で

踊るチャンスがあって、楽しかったです。楽し

く踊って、昼間の疲れなど消えて、体がかるく

なり、幸せを感じました。
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図14.盆踊りの風景（2012）



やぐらの上で踊っている時、昔のダンスのパフォーマンスを思い出しました。私は言葉

で表現できない気持ちになって、美しい草原の故郷に帰ったかのように思いました。故郷

の広い草原にも輪になって踊るダンスがあります。草原へ旅行に行ったら、焚き火パーティー

が一つの一番心のこもった迎え方です。最初遠方からのゲストは松明を持って、火をかけ

ます。

それから、色鮮やかな民族衣装に身を包んだ少女、少年とゲスト、キャンプファイヤー

の歌や踊り、周りのゲストの踊りが続きます。「十五的月亮、●●●●●●、●●●●●、

没有云彩」馬頭琴を引き、モングル歌を歌ったり、草原ならではの踊りを踊ったりして、

みんなの顏は夜空とともにたき火に映されて、心が癒されていきます。日本と内モンゴル

の間に、意外にも同じダンスの形態があることが分かりました。まだ世界中のたくさん国

に輪になるダンスがあります。ダンスはすばらしいですね。

次に、ダンスの起源を比べてみました。盆踊りは日本の昔の人が労働した時、踊りを始

めました。労働した後に踊ったら、疲れはきっと消えたことでしょう。盆踊りの時、私は

こういう楽しい労働したときの気持ちと同じだと思いました。モンゴルの輪になって踊る

ダンスは、伝統的な祝いの形式です。昔から、内モングルの人々は火に特別な敬意を持ち

ながら、動物や鳥を捕まえた後、多くの食べ物を持ち帰って、それらを火に焼くという習

慣があります。ハンターの皆さんは手を繋いで、たき火を回って、嬉しい気持ちを表すた

めに踊る踊りは、今までずっと続けられています。この二つダンスは昔の人の生活から、

楽しみのために生まれて来ました。

しかし、不思議なことがあります。非常に遠く離れた日本と中国が共通した踊りがある

でしょうか。中国の踊りも、日本の踊りも、楽しい気持ちを表すために存在しているもの

です。しかし、踊りによって、別々な社会背景と規律がありそうです。人々は踊りを通じ

て、自分の心の中の思い、そして、生命や自然への尊敬の気持ちを表します。踊る人々は

民族文化に自信を持ち、自分たち民族の誇りを感じます。ですから、踊る人は、命の意義

を持って楽しさをみんなに伝えることができ

ます。

ダンスをこのように考えると、ダンスは世

界の共通言語として、全世界の絆になります。

人々は踊りを通じて、お互いに理解し、コミュ

ニケーションが出来るようになります。世界

の人々が、幸せな未来のために、楽しさと嬉

しさを分かち合って踊りましょう！最後に私

留学生と地域の人々との盆踊りを通した国際交流と地域の国際化－アンケート調査から－
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図 15.2015年の盆踊り交流会の参加者の記念撮影



が経験した盆踊りを披露して、私の発表を

終わらせていただきます。「掘って、掘っ

て、また掘って、かついで、かついで、な

がめて、ながめて、おして、おして、開い

て、ちょちょんがちょん。月が出た、出た、

月が出た（ヨイヨイ）、三池炭坑の上に出

た」。

４．２ 2015年度日本語日本文化研修生：

アピンヤー・小濱（サエングサワング）さん（タイ）

2015年三重大学の盆踊りを参加したタイ人の元留学生です。当時の思い出は、とても

楽しい経験でした。夕方になり皆で浴衣に着替えました。日本の浴衣や着物に憧れていま

した私はとてもワクワクしていました。ずっといつか浴衣や着物を着て外で歩いてみたかっ

たです。着替えが終わりましたら、皆で国際交流センターの前で集合し、列で大学の近く

のお寺まで歩いて行きました。当時は夏だったので、とても暑かったですが、友達とお喋

りながら歩いているので、楽しさは暑さに負けなかったです。

お寺に着いたら、太鼓の音でとても盛り上がる気持ちになりました。太鼓のリズムに合

わせて皆が同じ踊り方していました。私は初めてなので、中々追いついていけなかったの

ですが、楽しく踊れました。とても楽しい踊りだったです。お寺内では、屋台もたくさん

ありました。踊り終わったら、食べ物を買ってたくさん食べました。お祭りが終わりまし

たら、皆で一緒に寮まで歩いて帰りました。とても素敵なお祭りでした。

タイ国にも日本の盆踊りと似たようなお祭りがあります。タイでは「ラムウォン」と言

います。「ラム」は踊りという意味で、「ウォン」

はサークルという意味です。「ラムウォン」祭

りは、年何回か行われるお祭りです。日本の盆

踊りと同じようにお寺でやることが多いです。

皆で昔の衣装を着て、サークルで同じ踊り方で

踊ります。リズムは日本の盆踊りより早いです。

とても盛り上がる踊り方です。

皆さんも是非夏の盆踊り参加してみてくださ

い。とても良い思い出になると思います。

４．３ 2017年度日本語日本文化研修生：カリナ・キム（オレーナ）（ウクライナ）

今から5年前、2017年に私は日研生として三重大学に来ました。三重大学は多文化交
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図17.専称寺の門の前で（右端がアピンヤーさん）

図16．2017年の盆踊り交流会の参加者の記念撮影



流会、日本文化体験レッスンなど様々なイベントを開催しているため、とても楽しい留学

生活を過ごすことができました。特に盆踊りのお祭りの日が今でも記憶の中に華やかに残っ

ています。きれいな浴衣を着させてもらい、留学生の仲間たちと日本人の学生とともに、

町屋盆踊りのお祭りに参加しました。美味しい物を食べたり、金魚すくいにチャレンジし

たりもしましたが、私にとって一番楽しかったのはやはりみんなで盆踊りを踊ることでした。

私は母国ウクライナにいるときから日本の文化に興味を持っていて、ふるさとで行われ

る日本文化イベントによく参加しました。あるイベントで盆踊りクラブのメンバーに声か

けたみた結果、賛同を受け日本文化センターで盆踊りの練習をやり始めました。しばらく

したら、私もイベントで踊ったり盆踊りを教えたりしました。ですから、津市でお祭りの

時には、知っている曲が流されたとたん、勇気を出して、真ん中にある櫓に上がり踊りま

した。地元で何回も練習してきた踊りを日本で踊っているなんて、不思議な気持ちで胸が

いっぱいでした。踊り終わってからたくさんの方々になぜ上手に踊れるかと聞かれ、面白

い会話もできました。

私にとって留学の一年間は人生の中で一番楽しくて幸せな時期でした。色々な体験をさ

せていただいたおかげで、より自然な日本語を学んだ上に、日本の歴史や文化について知

識を深めました。留学の時にしか得ない経験が山ほどありますので、留学生は恐れずに新

しいことに挑んでみてほしいと思います。

４．４ 栗真町屋町元自治会長 奥山憲次さん

栗真町屋町主催の盆踊り大会は30年前から始めた伝統ある祭りで、この地区の親睦を

図る行事の一つだった。当時は300人くらいの人が盆踊りに集まっていたが、最近は少子

高齢化もあり、参加者が徐々に少なくなっていた。そんなときに、国際交流センターの留

学生が浴衣を着て盆踊りに参加してくれるようになり、盆踊りが大変活気づくようになっ

た。いつもは、ただ通りを通行している大学生の姿だけを見ていたが、このように大学生

留学生と地域の人々との盆踊りを通した国際交流と地域の国際化－アンケート調査から－
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図18．櫓の上の盆踊り体験と金魚すくいの体験（カリナさん）



が一緒に輪の中に入って踊ってくれるとは夢にも思わなかった。みんないろいろな国から

来ていて、喜んで参加してくれる姿を見て嬉しかった。外国の方は気持ちが明るいし、こ

ちらも気持ちが若返るようだった。この2年はコロナで中止になったが、このまま盆踊り

を通じて交流を継続していってほしいと思っている。

留学生が盆踊りに参加してくれるようになった同じ時期に、元学長が定期的に三重大学

で地元の者達との懇親会を開いてくれるようになった。こんなことは珍しく親しみを感じ

た。近年では、秋の学園祭も楽しみの一つであるが、9月の敬老会に、大学のサークルの

方が音楽を演奏しに公民館に来てくれたりしている。また、夏の龍踊り行事では、神輿の

担ぎ手として大学生が参加してくれたり、特定非営利活動法人（NPO）町屋百人衆が主

催する3月に一度の町屋海岸の清掃活動にも、大学生が大勢参加してくれたりして、大変

ありがたく思っている。現在はコロナで休止中でもあるが、ぜひこれらも継続していって

ほしいと思う。

最後に、今年専称寺の鐘撞堂の改築があった。この地区には冬の正月行事として、近く

の神社の千王神社にお参りをし、その後専称寺で鐘をつくという風習がある。年越しそば

や餅を出したりしている。留学生にはこの冬の風習にも一度足を運んでほしいと思う。

三重大学のお膝元にある栗真町屋地区と三重大学は、今まで良好な関係を維持してきた

が、持ちつ持たれつということで、今後ともよろしくお願い致します。

５．留学生と地域の人々との国際交流と地域の国際化

本稿では2018年に留学生および地域の方々にアンケート調査し、その結果について報

告した。留学生は盆踊り交流会で浴衣を着て参加し、地域の方々と一緒に踊ることで、異

文化体験を心から楽しんでいた。一方、地域の方々にとっても、年々参加者が減少してい

た盆踊りが国際豊かに活気づいたことに、喜びを感じ歓迎していたことがわかった。留学

生も地域の方々も盆踊りを通して国際交流ができ、今後も継続してほしいという声が多かっ

た。

4で述べたように、チョウ・クエンさんは、故郷モンゴルのお祭りへの思いを重ね合わ

せて、盆踊り体験を堂々とスピーチしたばかりでなく、弁論大会で踊りも披露した。その

原稿はイキイキと当日の盆踊りの様子が描かれていた。アピンヤーさんの寄稿も、当日の

盆踊りへ向かう留学生達のワクワク感や留学生のはしゃいだ様子を伝えてくれていた。カ

リナさんの寄稿は、ウクライナにいるときから盆踊りのことを知り、踊り方を練習してい

たという驚く内容であった。回顧すると、これまで櫓の上で踊ったのは、チョウ・クエン

さんとカリナさん2人だった。奥山元自治会長さんには、栗真町屋町の盆踊りへのお誘い
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やお世話を受けただけではなく、後継者にも本事業を繋げていただき感謝でいっぱいであ

る。

盆踊りを通した国際交流は、年々留学生と地域の人々との接点として意義あるものになっ

ていった。留学生が浴衣を着て日本独特の盆歌に合わせ、見様見真似で輪の中で踊りに参

加していく過程で、その祭りへの期待と高揚感は、世界共通のものであることがわかった。

現在では、盆踊りという日本文化や風習の異文化体験が三重大学留学の思い出の一つとなっ

て、後輩達に語り継がれている。この事業が10年も続いたのは栗真町屋地区の自治会の

ご協力があってのものである。

一方、地元の国際交流の担い手も高齢化が進んでいることは否めない。地方での多文化

共生の意識作りがようやく芽生えたかと思うと、理解・支援して下さる方々の高齢化とい

う次の課題がある。本学がこの栗真町屋町に存在し、三重大学が国際化を目指し留学生の

受入れや世界の協定校との交流事業を継続していく以上、多文化共生の意識や地域の人々

と共に、次世代へ繋げる異文化理解や国際交流の努力を、今後も継続を図る必要があると

思われる。

1980年代以降、三重県でも外国籍住民が増加し、定住化の支援や日本語教室の拡充な

ど多文化共生社会の構築に向け、個人レベルから各自治体独自の交流活動へと積極的に行

われてきた。今後は海外からグローバル人材として日本への移住者が増え、ますます多様

な背景を持つ人々のコミュニティが形成されていくであろう。そんな地域の国際化の中で、

自然な形でコミュニケーションが行われ、地域の方々の和が拡充されていくためにも、本

事業の盆踊りのような地域に根付く文化や風習に基づく交流の場が、次世代の地域の国際

化を形成する精神的礎となっていくのではないだろうか。

この津は、伊勢神宮へのおかげ参りという歴史と文化が育った土壌が残る地である。伊

勢の地を訪れた人々が、日本各地ではなく今度は世界各地へこの地の文化が拡散されてい

く。留学生は時代が違っても客人は客人である。日本文化の良さをその地で発信し、客人

が各地で三重や日本の架け橋となって活躍することを祈ってやまない。多文化共生社会や

SDGS（4）が叫ばれる中で、留学生と地域との国際交流の在り方は多種多様であるが、双方

にプラスになる形で将来につなげていきたい。

留学生と地域の人々との盆踊りを通した国際交流と地域の国際化－アンケート調査から－
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1．「留学生30万人計画」とは、日本が世界に対してより開かれた国へと発展する「グローバル戦

略」の一環として、2020年までに日本国内の外国人留学生を30万人に増やすことを目標とした

文科省の施策である。2019年に留学生数は31万人に達した。

2．2020、2021年度は、コロナ禍により三重大学の海外協定校より交換留学生の受入れはなかった。
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１．はじめに

2020年初頭に始まるコロナ禍の拡大以来、本学では部局間あるいは科目の種類（座学、

実習、演習など）によって対応の違いはあるものの、①受講学生全員を対象としたオンラ

イン授業と、②対面受講とオンライン受講を組み合わせたハイブリッド授業とを中心に授

業が行われてきた。本学で推奨されている②ハイブリッド授業とは、対面受講する学生と

オンライン受講する学生が同時に同じクラスを受講するというものである。また、①受講

学生全員を対象としたオンライン授業については、ZOOMやMicrosoftTeamsを用いて

リアルタイムで行うものと、あらかじめ録画した授業に学生が個々にアクセスするオンデ

マンド形式のものがある。筆者が担当する国際交流センター科目「三重の社会と文化」

（教養教育開放科目「三重学：三重の社会と文化）では、2021年度前期において、ある週

はオンデマンド形式、またある週はハイブリッド形式といった具合で、二つの形式を組み

合わせて授業を進めた。本稿はこの科目の受講生がオンデマンド形式を好んだか、ハイブ
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コロナ禍での授業形態にかかる学生の意見調査：
ハイブリッド授業、オンデマンド授業、リアルタイムでのオンライン授業

正 路 真 一

ResearchonStudents'OpinionsonClassFormatsunderCOVID-19impact:

On-demand,Hybrid,orAllOnlineReal-timeClasses

SHHOOJJIIShinichi

〈Abstract〉

AsCovid-19infectionspreadinJapanintheearly2020,MieUniversityclassesare

conductedindifferentformats,likemanyotherschoolsinJapan.Theauthorutilized

twomethodsinoneofhisclasses,whichare,first,on-demandformat,inwhich

studentswatchrecordedclassmovies,andsecond,hybridformat,inwhichphysically

attendingstudentsandremotestudentsappeartogetherinthesameclassmeeting.

Thispaperreportsstudents・preferencesondifferentclassmeetingformats,specifi-

callyforon-demand,hybrid,orreal-timeallonlineclasses. Thequestionnaire

respondedby30studentsfrom aMieUniversityclassindicatednoconsistent

preferenceofthestudents.

キーワード：コロナ禍、ハイブリッド授業、オンデマンド授業、オンライン授業、

リアルタイム

調査報告



リッド形式を好んだかについて、学期末に行ったアンケート結果を基に報告するものであ

る。また、アンケートの結果、オンデマンド形式やハイブリッド形式よりも、受講者全員

がリアルタイムでオンライン受講をすることを希望する学生も一定数いたので、こちらも

あわせて報告する。

２．先行研究

2020年および2021年には、日本全国の大学では授業のオンライン化が急速に進み、そ

の結果大学生および大学教職員のITリテラシーが急速に向上するという効果をもたらし

た（金子・マーフィー 2021,岡田他 2020）。またその過程で生まれた様々な形態の授業

形態について、学生の反応やその学習効果についても多くの報告がなされている。その一

つが、東洋大学現代社会研究所（2020）が実施した「コロナ禍対応のオンライン講義に関

する学生調査」で、これはオンライン授業（リアルタイムとオンデマンドの両方を含む）

と対面授業に対する学生の意見を聴取したものである。この調査の対象となったのは全国

の15大学で、合計1426件の回答が寄せられた。この調査の結果によると、オンライン授

業を希望する学生と対面授業を希望する学生はそれぞれ40％と33％となっており、オン

ライン授業の希望者の方がやや多い。ただし、演習科目についてはオンライン授業希望者

（29％）よりも対面授業を希望する学生が多かった（45％）。これは教員や他の受講者との

コミュニケーションを求める学生が多いためと推測されるが、しかし同じくコミュニケー

ションが必要とされるであろう語学（英語）科目についてはオンライン授業希望者

（30％）と対面授業希望者（32％）は同程度であった。

学習効果については、オンライン授業の方が学習効果が上がったとする学生が38％、

上がらないとする学生が35％であった。一方オンライン授業の方が講義の集中度が増し

たとする学生は33％であったのに対し、減ったとする学生は39％とやや多い。また授業

のオンライン化によって学生の負担が増えたという回答が77％、教員とのコミュニケー

ションが減ったという回答が57％となっている。これらの回答がオンライン授業の課題

を示唆しているにも関わらず、全体としてオンライン授業希望学生の方が対面授業希望者

を上回った理由としては、主に以下の4つの点が挙がった。

「通学時間がかからない」82％

「自分のペースで学習できる」68％

「自宅で学習できる」66％

「教室移動がない」61％
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これらの回答は全て受講の利便性に関するものだとも判断できるが、「自分のペースで

学習できる」という回答に関しては、学習効果の向上に寄与するものだとも解釈できる。

例えば三苫ら（2020）は、特にオンデマンド形式の授業では、受講学生が分からなかった

箇所を巻き戻して繰り返し視聴することができる、または授業内容の関連情報を調べなが

ら視聴することができることが、学生たちの学習効果を高める可能性があるとしている。

東洋大学の調査結果に戻ると、オンライン授業の劣る点としては、下の6点が挙げられ

た。

「自宅だと他の誘惑に負けそうで授業に集中できない」43％

「（ネットワークやデバイスの不具合等で）音声や動画が途切れて聞き逃すことがある」39％

「（オンデマンド授業について）開始・終了のメリハリがない」36％

「教員ごとに使用するシステム（ZoomやWebex等）が異なるため、混乱しやすい」36％

「対面時よりも単調に感じてしまう」35％

「他の受講生とのディスカッションや交流が少ない」34％

これらは回答がやや多岐にわたるため回答割合が全て50％以下となっているが、その

回答内容は、主に学生の緊張感を維持する臨場感やダイナミクスの欠如、そしてハード面

での技術的な支障の二つに分けられる。このうち最も多くの回答を集めた「自宅だと他の

誘惑に負けて授業に集中できない」という点は、オンライン授業が学生自身のやる気と努

力に依存する（千田・金子・千葉 2020）という側面を示唆している。

以上の調査結果から、オンライン授業と対面授業に対する学生の希望がどちらか一方に

振れることはなかった。オンライン授業を好む学生もいれば、対面授業を好む学生もいる

ということである。ただ調査結果から読み取れるものとしては、下のようなオンライン授

業の利点と欠点がある。

利点）受講場所に関する利便性

受講時間の利便性（受講のペースを学生個人が調整できること）

欠点）ソフトウェアの不具合等の技術的な問題

授業のダイナミクスの欠如（集中できない・単調に感じる・クラス内での交流が

少ない）

このうち、授業のダイナミクスの欠如について、城西大学のアンケート調査報告（石井
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2021）においては特に学生が授業に集中できないという点が問題視され、可能な限り対面

またはハイブリッド型の講義を推奨すべきであると論じられている。ただし城西大学の学

生の、オンライン講義および対面講義双方のメリット・デメリットについての学生の回答

は非常に多岐にわたっており、このアンケート調査から確からしい結論を見出すのは難し

い。また、特にロシア語クラスの受講者にとってのオンライン講義と対面講義（ハイブリッ

ド形式を含む）のメリット・デメリットを調査した京都外国語大学の報告（水野 2021）

によると、学生が考えるオンライン講義のメリットは時間的・場所的利便性にかかるもの

が多く、対面またはハイブリッド講義のメリットは学習効果に直接関わるものが多いとし

ている。水野は、特に語学系の授業においては、質問がしやすいという対面講義のメリッ

トが語学学習者の「有用性の欲求（学習者が、ロシア語ができるようになりたい、あるい

はロシア語の授業内容を理解したいと感じること）」を満たすのに有効に作用し、また人

と人とのインタラクティブな交流を可能とする対面講義のメリットが語学学習者の「関係

性の欲求（学習者が、教師や仲間と、互いに協力的にロシア語学習に取り組みたいと感じ

ること）」を満たすのに有効に作用するとして、対面授業の優位性を主張している（水野

2001,佐山 2015）。ただし、全員がリアルタイムで参加するオンライン授業においてもイ

ンタラクティブな交流は観察されている。杉野服飾大学・杉野服飾大学短期大学部におけ

るオンライン授業では、オンラインでのペアワーク、グループワークが「楽しかった」と

する学生の感想が圧倒的に多く見られ、また担当教員は、オンライン授業内での活気が高

まっている様子が観察されたとしている（小塚・伊藤 2020）。

一方、東京医科大学のアンケート調査（三苫他 2020）によると、オンデマンド型の方

が授業内容を理解しやすく、学習しやすいと回答した学生が68.6％、これに対して対面

授業の方が理解しやすく、学習しやすいと回答した学生は13.8％に過ぎなかった。また

この調査によると、回答した学生のうち65％の学生が1.5倍から2倍の時間をかけてオ

ンデマンド型の授業動画を視聴していたという結果が現れた。さらに広島大学のアンケー

ト調査（蓮沼・服部 2021）でも、従来の対面講義よりもオンデマンド講義およびリアル

タイムでのオンライン講義の方が良いとする学生が多く、ここでもオンデマンド講義を復

習のための教材として活用している学生の例を紹介している。こうしたオンデマンド形式

の利便性が、学習内容を深く理解し、知識を定着させる効果があるという可能性がある

（喜屋武・仲井間 2021）。その他の例としては、香川大学のオンデマンド講義では（岡田

他 2020）、コロナ禍以前には授業時間内に学生たちに書かせていたレポートをオンデマン

ド講義視聴後に期限内に書かせるようにしたところ、レポートの質が向上していると評価

された。
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３．調査

2021年度前期に筆者が担当した科目「三重の社会と文化」では、オンデマンド形式と

ハイブリッド形式の両方を用いて授業を行ったことは前述の通りである。この二つの科目

の受講学生を対象に、学期末にアンケートを行い、オンデマンド授業とハイブリッド授業

のどちらの形式の方が満足度が高かったか、またその他の授業形態を望んでいたかについ

て調査した。実際のアンケートの質問と回答選択肢は下の通りである。

質問：オンデマンド授業、ハイブリッド授業についての意見を書いてください。（複数回答可）

①ハイブリッド授業よりもオンデマンド授業の方が良い。

②オンデマンド授業よりもハイブリッド授業の方が良い。

③オンデマンド授業もハイブリッド授業も良い。

④オンデマンド授業もハイブリッド授業も良くない。

⑤全員がリアルタイムのオンライン授業を受けるのが良い。

⑥コロナ禍でも、全員が教室で授業を受けるのが良い。

→どうして上の回答を選んだか簡単に説明してください。（自由記述回答）

この調査の主眼は筆者が実施したオンデマンド形式とハイブリッド形式を比較するもの

であるので、その目的に鑑みると回答選択肢は①②③④だけでも十分であったが、オンデ

マンドとハイブリッド以外の授業形態を望む学生が多数いる可能性も考慮し、⑤と⑥の選

択肢を加えた。さらに、回答者には①～⑥の中から選んだ後、その選択肢を選んだ理由を

自由記述で書かせた。なお、この科目の受講者には日本人と外国人留学生がおり、回答者

30名のうち外国人留学生が11名、日本人学生が19名であった。授業中の指導言語は英

語であったため、日本人の中にも外国人留学生の中にも、自由記述回答を英語で書いた学

生と日本語で書いた学生がいた。

４．結果

４．１ 希望する授業形態

アンケート調査の中で、選択回答式設問の結果を表1に示す。複数回答可としたため、

回答者数と回答数は一致していない。また、学生の自由記述回答を含む調査結果の詳細は

付録に掲載する。

まず外国人留学生の結果を見てみると、①オンデマンド授業の方が良いという意見も②

ハイブリッド授業の方が良いという回答もともに1件ずつと少ないが、⑤全員がリアルタ
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イムのオンライン授業を受けるのが良いという回答が2件あったことから、比較的、ハイ

ブリッドまたは全員オンラインでの、リアルタイムでの受講を希望する学生の方がやや多

いと推測される。一方日本人学生は、①オンデマンド授業の方が良いという回答が最も多

く、②ハイブリッド授業の方が良いという回答は3件にとどまったことから、オンデマン

ドを希望する学生の方が多いと考えられる。ただし、⑤全員がリアルタイムのオンライン

授業を受けるのが良いとする回答が5件あったことから、オンデマンドを希望する学生と、

リアルタイムでの受講（ハイブリッドまたは全員オンライン）を希望する学生の数は同程

度だと考えられる。特にリアルタイムでの受講形態の中では、②ハイブリッド授業の方が

良いという回答よりも⑤全員がオンライン授業を受けるのが良いという回答の方が外国人

留学生、日本人学生ともに多かった。また、日本人学生の中で、②ハイブリッド授業の方

が良いと回答した3名は全て⑤全員がリアルタイムのオンライン授業を受けるのが良いと

いう回答を複数選択した。

選択肢の中で、③オンデマンド授業もハイブリッド授業も良いという選択肢を選んだ回

答も多かったが、この回答に添えて記述された自由記述式回答（「どうして上の回答を選

んだか簡単に説明してください」）の内容を見てみると、オンデマンドの利点を記述した

回答が1件、逆にハイブリッドの利点を記述した回答が2件あった。具体的には、③オン

デマンド授業もハイブリッド授業も良いという選択肢を選んだ外国人留学生の一人は、「I

havenoparticularopinion.ButIfinditeasiertowatchavideothantakeaclassonZoom.」

と記述し、どちらかと言えばオンデマンド形式を好むことを示唆している。逆に、別の二

人の外国人留学生は、「今の特殊事態ので、全員が教室で授業を受けることが難しいです。

でも、私は対面授業のほうが好きです。ハイブリッド授業はより便利だと思います。」、

「厳しい状況ですので、ネットで動画を見ても動画会議を見ても大丈夫だと思います。で
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回 答 選 択 肢
外国人留学生

（回答数 11）

日本人学生

（回答数24）

合 計

（回答数35）

①ハイブリッド授業よりもオンデマンド授業の方が良い 1（ 9.1％） 9（37.5％） 10（28.6％）

②オンデマンド授業よりもハイブリッド授業の方が良い 1（ 9.1％） 3（12.5％） 4（11.4％）

③オンデマンド授業もハイブリッド授業も良い 7（63.6％） 6（25.0％） 13（37.1％）

④オンデマンド授業もハイブリッド授業も良くない 0 0 0

⑤全員がリアルタイムのオンライン授業を受けるのが良い 2（18.2％） 5（20.8％） 7（20.0％）

⑥コロナ禍でも、全員が教室で授業を受けるのが良い 0 1（ 4.2％） 1（ 2.9％）

表1 オンデマンド授業、ハイブリッド授業を含む授業形態についての学生の意見
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も、授業の動画が開きにくい時もありますので、ビデオ会議がいいと思います。」と記述

し、どちらかといえばリアルタイムでのハイブリッド授業（およびリアルタイムで全員オ

ンライン授業）を希望していることが伺える。

日本人の自由記述回答も同様で、③オンデマンド授業もハイブリッド授業も良いという

選択肢を選んだ日本人学生のうち一人が「動画を何度も見返せるのがとても良かった」と

記述したが、この学生はどちらかといえばオンデマンドを好んでいるようである。逆に、

「Whentheon-demandclassescontinued,thereweretimeswhentheywereboring.」とオ

ンデマンドを希望しないことを伺わせる回答をした日本人学生も一人いた。

４．２ それぞれの受講形態を希望する理由

４．２．１ オンデマンド形式を希望する理由

ここでは、回答者の自由記述回答に記された、それぞれの授業形態を希望する理由につ

いて述べる。まず、オンデマンド形式の優位性を訴えた自由記述回答の中では、その時間

的利便性を記述した回答が最も多く、6件あった。その例としては、「Becauseit・smore

convenienttowatchvideosondemandatanytime.」、「効率がいいし、時間を有効的に使

えるから。」などの回答が典型的である。その他の少数意見としては、「オンデマンドの方

が濃い授業ができ、ハイブリッドの場合はどうしても質が落ちやすいため」という学習の

質に言及した意見、そして「リアルタイムのオンライン授業だと授業に集中できないから」

との意見があった。

４．２．２ ハイブリッド形式を希望する理由

ハイブリッド形式での受講を希望する理由として学生が挙げた中で最も多かったのは、

他の学生と実際に会って交流できるためとしたもので、3名の学生から挙げられた。具体

的な回答としては、「Bymeetingdirectlywithteachersandotherstudentsintheclasswe

cangettoknoweachotherbetterbecauseIthinkbuildingconnectionsisalsoanimportant

part.」、「Ithinkit・sbettertohavethefeelingthatyou・retakingclasseswithsomeone.」、

「できるだけ多くの人が教室で授業を受けられる環境でのほうが留学生も日本人も関係な

くかかわりやすいと思うし、できれば対面で実践的に自分の英語力を身につけたいと感じ

たから。」というものであった。その他の少数意見として、「Whentheon-demandclasses

continued,thereweretimeswhentheywereboring.」、「（オンデマンドは）授業の動画が

開きにくい時もありますので、ビデオ会議がいいと思います。」といった、オンデマンド

形式にかかる集中力維持の困難や技術的な問題を挙げた回答があった。

４．２．３ 全員でオンライン受講する形式を希望する理由

次に、オンデマンド形式でもハイブリッド形式でもなく、全員でリアルタイムでオンラ
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イン受講する形式を希望する学生の、自由記述式回答に見られる理由であるが、ハイブリッ

ド希望学生と同じく、他の学生との交流ができる点を述べた回答が約半数あった。残りの

半数は、「オンデマンドだと、授業時間に見ずに後回しにしてしまいがちだから」、「Beca

useIfeelveryconfusedaboutwhichclassesareoverandwhichclassesarenotoveryet.」

という、オンデマンドの欠点を記述した回答であった。これらの欠点はハイブリッド形式

でも解消できると考えられるが、これらの回答を書いた学生は両方、受講生全員がリアル

タイムでオンライン受講をするという回答選択肢を選んでいる。つまりこれらの学生の回

答の意味するところは、対面の有無に関わりなく、リアルタイムで受講しなければならな

いという制約を設けた方が受講しやすいということだと思われる。

５．考察とまとめ

本稿に報告する調査において、筆者が実施したオンデマンド形式の方が学生にとって満

足度が高かったのか、またはハイブリッド形式の方が満足度が高かったのか、それともど

ちらでもなく全員がリアルタイムでオンライン受講することが望ましかったのかについて、

明確な結果は得られなかった。一定数の学生がオンデマンド形式を好み、また別の一定数

の学生がハイブリッド形式を好み、さらに全員リアルタイムでオンライン受講をすること

を好む学生もいる。ただ、ハイブリッド希望者は、その理由の多くが他の学生との交流を

望んでいることから、協働学習に対する意欲の高い学生たちだと解釈できる。しかしオン

デマンド希望者たちの学習意欲が低いかというとそうとは言い切れず、前述のように、オ

ンデマンド形式の方が集中できる、また内容の濃い授業が受けられるといった回答をした

学生たちもいた。これらの回答をした学生からは個人学習に対する意識の高さが感じられ

る。

おそらく学生個々の学習スタイルにより、その希望する受講形態は違うのであろうと推

測できる。それならば、多くの先行研究における学生を対象としたアンケート調査の回答

が多岐に渡り、一貫した傾向が見出せないのは、ある意味当然の結果ではないだろうか。

また、それぞれの受講形態にはそれぞれに強みがあり、弱みがある。例えば本調査の結果

にも現れた通り、対面授業（または一部対面を含むハイブリッド形式）はクラスメイトや

担当教員との生の交流ができるであろうし、オンデマンド形式は受講学生が聞き逃したと

ころを繰り返し再生して理解を深めることができる。また、そもそも2020年度以来オン

ライン授業が導入された理由として、オンデマンドを含むオンライン授業にはコロナ感染

のリスクを最小限に抑えることができるという利点がある。従って、今後の調査の展望と

しては、どの受講形態が学生の満足度が高いか調べることを目的とするのはなく、それぞ
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れの受講形態の弱みをどのように埋められるかということに重点を置いて進められるべき

ではないかと考える。例えば筆者を含む多くの教員がオンデマンド講義後の学生のコメン

トを共有して学生の横の繋がりを作ろうとしていると思われるが、こうした取り組みの効

果を図ることが重要となる（武田・關根 2020）。本稿やその他類似の先行研究は、その前

段階として、それぞれの受講形態の弱みは何かを把握するためのものであると位置付けら

れる。
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回答者 回答選択肢 ①ハイブリッド授業よりもオンデマンド授業の方が良い

②オンデマンド授業よりもハイブリッド授業の方が良い

③オンデマンド授業もハイブリッド授業も良い

④オンデマンド授業もハイブリッド授業も良くない

⑤全員がリアルタイムのオンライン授業を受けるのが良い

⑥コロナ禍でも、全員が教室で授業を受けるのが良い

外国人1 回答 ①ハイブリッド授業よりもオンデマンド授業の方が良い

上の回答を選んだ

理由（原文ママ）

録画されたレッスン形式は生徒にとって利便性が高く、自由な時

間を効果的に尊重することができるので、私は録画されたレッス

ンを好んでいます。

外国人2 回答 ②オンデマンド授業よりもハイブリッド授業の方が良い

上の回答を選んだ

理由（原文ママ）

Ifpossible,IthinktheHybridclassisagoodchoice.Because

sometimesonlinelearningisnotveryeffective,bymeetingdirectly

withteachersandotherstudentsintheclasswecangettoknow

eachotherbetterbecauseIthinkbuildingconnectionsisalsoan

importantpartofinternationalclasses.Buteverythingdependson

thispandemiccondition,hopefully,everythingcangetbetter

quicklyandclassescanrunnormallyagaininthefuture.

外国人3 回答 ③オンデマンド授業もハイブリッド授業も良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

IthinkaslongasIcanlearnknowledge,Idon・tcaremuchabout

theformofteaching.

外国人4 回答 ③オンデマンド授業もハイブリッド授業も良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

Theon-demandformatisgoodinthattheremaybesomeproblems

becauseitisaccessedfromseveralcountries,andtheHybridclass

isgoodinthatIcanseeteaches・andotherpeoplesfaceandit

makesmethinkI・mnotalone.
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外国人5 回答 ③オンデマンド授業もハイブリッド授業も良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

Ithinkthatmeetfriendinclassisquitenecessaryinordertogain

amutulrelationshiptounderstandbetteraboutjapanesseculture

andhowtointeractwithrealjapanessestudentinrealtimebut

sadlythatIstillcanthavethepermittocometojapansoIcant

jointheexcitementofstudyinclass.ButImyselfnotthinktheon

demandvideobadbecauseIcanreplayItforafewtimesfor

understandingmoreaboutthelectureinclass.Thankyousomuch

forshojisenseiandallofmyfriendfrommiestudiesclassyouguys

areamazing.

外国人6 回答 ③オンデマンド授業もハイブリッド授業も良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

Ithinkitdoesnotmatterwhetheritisinon-demandorhybrid

classaslongasthetopicsisinteresting.Overalltheclass・topics

wereinterestingandalsoincreasemyknowledgeaboutMie.

外国人7 回答 ③オンデマンド授業もハイブリッド授業も良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

Ihavenoparticularopinion.ButIfinditeasiertowatchavideo

thantakeaclassonZoom.

外国人8 回答 ③オンデマンド授業もハイブリッド授業も良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

今の特殊事態ので、全員が教室で授業を受けることが難しいです。

でも、私は対面授業のほうが好きです。ハイブリッド授業はより

便利だと思います。

外国人9 回答 ③オンデマンド授業もハイブリッド授業も良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

厳しい状況ですので、ネットで動画を見ても動画会議を見ても大

丈夫だと思います。でも、授業の動画が開きにくい時もあります

ので、ビデオ会議がいいと思います。

外国人10 回答 ⑤全員がリアルタイムのオンライン授業を受けるのが良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

Iprefertohaveclassesinzoom inrealtime.Sometimes（for

example,thistime）Imissedthetimetohandinmyhomework

becauseIdidn・twatchthevideogivenbytheteacherintime.

BecauseIfeelveryconfusedaboutwhichclassesareoverand

whichclassesarenotoveryetduringthefinalperiod.I・m very

sorry.That・smymistake.ButIthinkzoom canplayamore

supervisoryrolethanwatchingvideo.

外国人11 回答 ⑤全員がリアルタイムのオンライン授業を受けるのが良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

Althoughthiscourseisverygood,Ithinkthecourseinmymindis

face-to-faceclassorface-to-faceclassonzoom.AndIthinkall

studentstakereal-timeonlineclassonZoom willhaveabetter

effect.
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日本人1 回答 ①ハイブリッド授業よりもオンデマンド授業の方が良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

オンラインだと授業に集中できないから。

日本人2 回答 ①ハイブリッド授業よりもオンデマンド授業の方が良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

OnTuesdayevening,Ididn・thaveclass,soIwantedtohave

manytimewhenIcouldusefree.

日本人3 回答 ①ハイブリッド授業よりもオンデマンド授業の方が良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

効率がいいし、時間を有効的に使えるから。

日本人4 回答 ①ハイブリッド授業よりもオンデマンド授業の方が良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

この授業だけに限らないが、オンデマンドだと先生が決まった時

間に授業をしてくださので濃い授業ができ、ハイブリッドの場合

はどうしても質が落ちやすいため。

日本人5 回答 ①ハイブリッド授業よりもオンデマンド授業の方が良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

Becauseit・smoreconvenienttowatchvideosondemandatany

time.

日本人6 回答 ①ハイブリッド授業よりもオンデマンド授業の方が良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

楽です。

日本人7 回答 ①ハイブリッド授業よりもオンデマンド授業の方が良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

Becauseitiseasytotakeclassbyon-demand,butIthinkhybrid

classisgoodwhenstudentshavetoprepareforpresentationor

experiencephysically,forexample,makingIsekatagami.

日本人8 回答 ①ハイブリッド授業よりもオンデマンド授業の方が良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

オンデマンドの方が時間があるときにゆっくり見れて楽だったか

ら。

日本人9 回答 ①ハイブリッド授業よりもオンデマンド授業の方が良い

⑤全員がリアルタイムのオンライン授業を受けるのが良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

ハイブリッド授業と言ってもほとんど対面に来ないためオンライ

ンで済ませたほうが良いと思う。

日本人10 回答 ②オンデマンド授業よりもハイブリッド授業の方が良い

⑤全員がリアルタイムのオンライン授業を受けるのが良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

できるだけ多くの人が教室で授業を受けられる環境でのほうが留

学生も日本人も関係なくかかわりやすいと思うし、オンデマンド

やzoomだと直接留学生の人たちと英語で話す機会が少なくなっ

てしまうのでできれば対面で実践的に自分の英語力を身につけた

いと感じたから。
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日本人11 回答 ②オンデマンド授業よりもハイブリッド授業の方が良い

⑤全員がリアルタイムのオンライン授業を受けるのが良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

Ithinkit・sbettertohavethefeelingthatyou・retakingclasseswith

someone.

日本人12 回答 ②オンデマンド授業よりもハイブリッド授業の方が良い

⑤全員がリアルタイムのオンライン授業を受けるのが良い

⑥コロナ禍でも、全員が教室で授業を受けるのが良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

オンデマンド＜zoomオンライン＜ハイブリッド＜全員教室 の

順に意欲や面白さ、楽しさがあると思うから。

日本人13 回答 ③オンデマンド授業もハイブリッド授業も良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

動画を何度も見返せるのがとても良かった。

日本人14 回答 ③オンデマンド授業もハイブリッド授業も良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

Whentheon-demandclassescontinued,therewaretimeswhen

theywereboring.

日本人15 回答 ③オンデマンド授業もハイブリッド授業も良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

オンデマンドだと好きな時間に見ることができて、自分の予定に

合わせられるのがありがたかったです。ただ、他のクラスメイト

とも交流できるという点ではハイブリッド授業がいいと思いまし

た。本当は全員が教室で一緒に受けられたら楽しいと思いますが、

コロナ禍でそれは難しいと思うので、ハイブリッド授業で少人数

だけでも直接会えると嬉しいです。

日本人16 回答 ③オンデマンド授業もハイブリッド授業も良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

Botharegood.

日本人17 回答 ③オンデマンド授業もハイブリッド授業も良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

どちらでもあまり変わりはないと思ったからです。

日本人18 回答 ③オンデマンド授業もハイブリッド授業も良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

Icouldn・ttaketheface-to-faceclassafterall,butIwassatisfied.

日本人19 回答 ⑤全員がリアルタイムのオンライン授業を受けるのが良い

上の選択肢を選ん

だ理由（原文ママ）

オンデマンドだと、授業時間に見ずに後回しにしてしまいがちだ

から。





１．はじめに

これまで、三重大学とホーチミン市師範大学では三重大学生がホーチミン市師範大学を

訪問し、学生同士で協働してフィールド調査を行うという「三重大学ベトナムフィールド

スタディ（以下、VFSと呼ぶ）」を継続して行ってきた（吉井2011、長縄2015）。近年は、

春期休暇中の2月末から3月中旬ごろまでに1週間～10日程度行うことが多かったが、

2019年度は新型コロナ感染症の拡大により、直前になって訪問中止を余儀なくされた。

2020年度に入っても、学生募集の段階では状況ははっきりと見えておらず、現地を訪問

して行う形の交流が叶うかどうかは未知数であった。最終的には、状況は好転することな

く、訪問は断念することとなった。しかし、前年度とは異なり、訪問中止となる可能性も

視野に入れていたことから、2020年度は、zoomによるオンライン交流に切り替えること

とした。それに伴い、期間を5日間と短縮して交流の方法や内容を調整した上で交流活動

を行った。参加者は、三重大学生が4名で、ホーチミン市師範大学生が9名の合計13名

であった。
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三重大学ベトナムフィールドスタディ2020の
実施と今後の展望

松岡知津子・奥田久春・CaoLeDungChi・LeThiHongNga

MieUniversityVietnam FieldStudy2020PerformanceandFutureProspects

MAATTSSUUOOKKAAChizuko,OKKUUDDAAHisaharu,CAAOOLeDungChi,LEEThiHongNga

〈Abstract〉

Thisimplementationreportdescribestheimplementationdetailsofthe"Mie

UniversityVietnamFieldStudy",pursuedbyMieUniversityformanyyears,asit

becameafieldstudyconductedonlinebecauseoftheCOVID19.Whilethereare

experiencesthatcannotbecapturedwithoutvisitingandinterviewinginperson,the

beforeandaftersurveysofMieUniversitystudentsandHoChiMinhCity

PedagogicalUniversitystudentsandthereportsofMieUniversitystudentssuggest

thatonlinecommunicationdoeshavesomegoodaspects,suchasnurturinginthe

Japanesestudentstheawarenessoftheneedtocommunicatetoothersinaneasy

mannertounderstandandthefeelingofrediscoveringthegoodnessofJapan.

キーワード：フィールドスタディ、オンライン交流、国際共修、新型コロナ感染症

実践報告



以下では、まず、本プログラムの目的と準備状況、実施概要について述べる。次に、事

前および事後アンケートから参加学生たちの意識についてみていく。そして、今後、本プ

ログラムをどのように展開していくことができるのかについて考えていきたい。

本プログラムの目的は、「協定大学であるホーチミン市師範大学での授業や学生交流、

フィールドスタディ、ホームスティの経験を通して、グローバルな視点や国際感覚を持ち

ながら主体的に行動し、参加メンバーと協力しながら活動を進め、また異文化にあって積

極的にコミュニケーションを図ろうとするグローバル人材に求められる能力・資質を育成

する」としている。特に全ての活動がホーチミン市師範大学の学生とともに行う国際共修

を特徴としている。国際共修とは、言語や文化背景の異なる学習者同士が意味ある交流

（meaningfulinteraction）を通して多様な考え方を共有・理解・受容し、自己を再解釈す

る中で新しい価値観を創造する学習体験である（米澤2019）。ホーチミン市師範大学では、

近年、ホーチミン市郊外やそれ以外の地域からの学生が増えてきており、ホーチミン市内

から通う学生が減ってきたという事情から、ここ数年はホームスティは実施されていない

が、その他の交流は活発に行われてきた。これまでの参加学生は、ベトナムを直接訪問し

ていたことから、否が応でも「異文化に身を置く」状況が作られてきていた。すなわち、

中心の活動であるフィールド調査以外にも、史跡訪問や現地での毎回の食事、天候といっ

た全ての要素が異文化体験となっていたわけだが、オンラインでの実施となると、三重大

学生は自宅の自室から参加することになり、それだけで異文化体験ができるということは

なくなる。そこで、できるだけ限られた時間で様々な体験や国際共修ができるよう工夫す

る必要があると考えた。次節では、まず、どのようにVFS2020の事前準備を進めていっ

たかについて述べていく。

２．事前準備

前節で述べた通り、2020年度に実施したVFS2020では、当初現地への派遣も考慮に

入れていた。2020年10月12日に行ったオンラインによる事前説明会の段階では、派遣

の可能性があることを伝えており、参加者は30名程度と、関心の高さがうかがえた。し

かしながら、新型コロナ感染症の状況は悪化していき、最終的には4名の参加者にとどまっ

た。

以下では、オンラインによるVFS2020に向けた事前研修会について簡単にまとめる。

これらの研修会はすべてzoomで行った。

三重大学国際交流センター紀要2022 第17号（通巻第24号）

―56―



過去のVFS、すなわちコロナ禍以前には、ある程度まとまって時間が確保できる夕方

に集中して5回程度行っていたが、今回は学生の都合等も考慮し、昼休みを利用して行う

こととした。また、表1からも分かる通り、第3回の研修会が始まる前の12月中旬ごろ

までは、渡航できる可能性が残されており、それを前提に準備を進めていた。しかし、状

況が好転しないことから、オンライン交流に切り替え、第4回事前研修会にはオンライン

交流に対する学生の意思確認を行った。

３．「VFS2020」の概要

本節では、オンラインによるVFS2020のそれぞれの活動についてみていく。表2を参

照されたい。
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日時 事前研修会の内容

第1回 11月25日（水）

12:10～12:50

参加者自己紹介、概要説明およびプログラムの確認、VFS2020

の日程調整、日本文化紹介のテーマに関する説明、JASSO奨学

金の説明、海外渡航に関する説明、以降の事前研修会の日程調整、

事前学習に関する分担決定（歴史、農業・気候、生活風習・食文

化）、フィールド調査の大まかなテーマ決定（「農業」「教育」）

第2回 12月7日（月）

12:10～12:50

コミュニケーションで日本語がうまく通じない場合の注意点につ

いての講義（教員作成のビデオ教材）、ベトナム語学習①（自己

紹介）

第3回 12月21日（月）

12:10～12:50

ベトナム語学習②（声調、発音、数字等）、日本文化紹介に関す

るテーマの検討、学生による「ベトナムの歴史」の発表、新型コ

ロナ感染症拡大により、渡航中止の発表

第4回 1月7日（月）

12:10～12:50

ベトナム語学習③（タクシーの乗り方、道の尋ね方、レストラン

での注文方法、ベトナムの食べ物）、学生による「ベトナムの農

業」についての発表、オンラインでVFS2020を開催する旨の報

告と参加意志確認

第5回 1月18日（月）

12:10～12:50

学生による「ベトナムの生活風習・食文化」についての発表、開

講式、閉講式の司会等の役割決め

第6回 2月10日（水）

12:10～12:50

オンラインによるVFS2020のプログラム（案）の内容・日程確

認、オンライン交流に関する疑問や不安な点などへの対応

第7回 2月17日（水）

12:10～12:50

ホーチミン市師範大学の概要、過去のVFSの報告書からどのよ

うな学生交流が可能か、フィールド調査についての話し合いの進

め方の説明および相談

第8回 3月3日（水）

12:10～12:50

最終日程の確認、VFS2020の準備方法の相談

表1 VFS2020の事前研修会



主な活動は、（1）フィールド調査、（2）日本語・ベトナム語の教え合いおよび意見交換

（3）日本文化紹介であった。（1）および（2）については、三重大学生とホーチミン師範

大学生でそれぞれグループを決め、zoomのブレイクアウト機能を用いてグループごとに

活動した。三重大学教員がホストとなり、一度全体で集まったあと、各グループに分かれ

た。インターネット環境等の事情により、途切れてしまった場合に備えて、教員はコンピュー

ターの前で常に待機していた。（3）については、三重大学生があらかじめ準備しておいた

発表をPPT形式で行った。これら以外の活動にも、（4）両学学生たちの昼食の様子や住

環境紹介、ホーチミン市師範大学生による歌の披露なども随時行われた。以下では、各項

目について、さらに詳しく見ていこう。

３．１ フィールド調査

今回の参加者は4名であり、大きく「農業」と「教育」の2グループに分かれてフィー

ルド調査を行った。過去のVFSでは、医療や農業、教育などについて現地調査すること

が多かった。しかし、今回はオンラインによる調査であることから、あるテーマについて

日本とベトナムの比較をするよう、初めから設定した。三重大学生2名とホーチミン市師

範大学生4名または5名で1つのグループを作り、1日目に初めて顔合わせをした。この

活動が、本プログラムの中で最も時間をかけて行った部分である。5日間で、テーマを絞

るところから発表の分担を決めるところまでのすべてを行ったわけであるが、ある時は

VFSの時間以外にもやり取りをしながら作業を進めたとのことであった。また、過去の

VFSは現地に泊まり込みで実施しており、夕方以降も学生同士の調整が可能であったが、

今回はオンラインということもあり、時間も限られていたため、進捗状況を報告し、翌日
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日程・時間 内容

1日目 3月8日（月） 14:00～14:30

15:00～17:00

開講式

フィールド調査

2日目 3月9日（火） 14:00～14:30

15:00～17:00

日本語・ベトナム語の教え合い①

フィールド調査

3日目 3月10日（水） 14:00～14:30

15:00～17:00

日本語・ベトナム語の教え合い②

フィールド調査

4日目 3月11日（木） 14:00～14:30

15:00～17:00

大学生活についての意見交換

フィールド調査

5日目 3月12日（金） 11:00～13:30 三重大学生による日本文化紹介

最終発表会（15分＋10分質疑応答）、修了式

表2 三重大学VFS2020の主なスケジュール



どのように進めていくかなどを随時報告してもらうこととした。

学生同士の通信環境は必ずしも良かったとは言えず、何度も接続が切れてしまうなど、

コミュニケーション上の問題が少なくなかった。ホーチミン市師範大学生にとっては外国

語となる日本語でコミュニケーションをすることになるわけであるが、通信環境の問題等

から、対面で行うよりもずっと難しい状況であった。しかし、5節で述べる通り、お互い

にチャット機能を用いたり、ホーチミン市師範大学生が理解しやすいよう、分かりやすい

表現を使うように意識したりするなど、いかにして相手に伝えていくかということを学ん

だというコメントが多かった。これは、過去のVFSの報告書にはあまり見られないもので

ある。これまでは、ホーチミン市師範大学生が熱心に日本語で交流してくれたことへの感

動や感謝の言葉が多かったが、今回は、三重大学生自らが工夫していたとのことであった。

３．２ 日本語・ベトナム語の教え合いおよび大学生活についての意見交換

日本語・ベトナム語の教え合いおよびディスカッションは、zoomのブレイクアウト機

能を使用して、上記調査とは異なる小グループを毎回作成し、行った。初回は自己紹介も

兼ねて「日本語とベトナム語の挨拶」を行った。三重大学生は、事前に三重大学に在籍す

るベトナム人留学生から3回のベトナム語講座（いずれもオンライン）を受けており、簡

単な挨拶程度は学んでいた。ホーチミン市師範大学の学生は、1年生から3年生までの日

本語専門の学生たちであり、レベルの差こそあるが、皆日本語が話せる。翌日は、前日と

は異なるグループを作成し、「日本語とベトナム語のことわざとオノマトペ」についてそ

れぞれ紹介した。そして4日目の大学生活についての意見交換では、学生同士の交流が進

んでおり、打ち解けてきたことを踏まえて、「大学生のアルバイト」について、両国の状

況を紹介し合ったり意見を述べ合ったりした。

これまでのベトナムフィールドスタディでは、フィールド調査の合間に共に食事をした
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図1「農業グループ」と「教育グループ」の発表の様子



りするうちに自然と互いについて学び合い、意見交換する場が作られていたのだが、オン

ラインでフィールド調査を行うことになると、そのような時間が確保できないと考えた。

また、フィールド調査のグループのメンバー以外とも交流できる場を設ける目的で、この

ような時間を設けることとした。

３．３ 日本文化紹介

日本文化紹介の活動は、過去のVFSでも行ってきた。VFS2020では、三重大学生が

それぞれ事前に準備したPPT資料を画面共有しながら、全体で行った。テーマは三重大

学生が各自選んだものであり、「日本のだし」「和菓子」「年中行事」「三重の方言」であっ

た。この文化紹介は、ホーチミン市師範大学生のために作成したものであるが、5節でも

述べる通り、三重大学生自身にとっても日本について改めて考え直すきっかけとなったよ

うである。

３．４ その他の活動

ベトナムを訪問していれば自然と目にしたり体験したりすることになった食事や住環境

について、疑似体験ができるよう、フィールド調査の合間等にお互いの食事や住んでいる

地域の写真等を共有するようにした。また、修了式では、ホーチミン市師範大学生による

歌の披露も行われた。三重大学生からは、学生の出身地をスライドで紹介した。インター

ネット接続の問題により、うまく音楽が流れないなどのトラブルもあったが、それまでの

4日間で学生同士の交流が深まっていることもあり、温かいムードの中行うことができた。

修了式には、プログラム参加者以外にも、ホーチミン市師範大学教員やプログラム参加以

外の学生、三重大学教職員など70名近くが参加した。そして最後に、三重大学国際交流

センター長（当時）からそれぞれの学生に修了証が授与され、ホーチミン市師範大学日本

語学部長と三重大学国際交流センター長（同）の挨拶でしめくくられた。

４．アンケート調査の結果

本プログラムを実施するにあたり、三重大学生には事前と事後に、ホーチミン市師範大

学生には事後にアンケート調査を行った。ホーチミン市師範大学生に事前アンケートが実

施できなかった理由は、新型コロナ感染症によってホーチミン市師範大学生の学生募集が

困難だったからである。そのため、例えば、大学から参加するのか、故郷から参加するの

かなど、どのような形でオンライン交流ができるかについて、手探り状態であった。そこ

で、ホーチミン市師範大学生向けの事後アンケートには、三重大学生に行った事前アンケー
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トの質問も取り入れるなど、できるだけ両学学生に同じ項目について聞けるようにした。

以下では、4.1で三重大学生に対するアンケート結果を、4.2でホーチミン市師範大学生

に対するアンケート結果を見ていく。

４．１ 三重大学生に対するアンケート調査の結果

ベトナム訪問中止がとなり、オンライン交流が決定した時点で、まず事前アンケートを

実施した。質問は全部で5問であり、Moodle3.5を使用して行った。回答に字数制限等

は設けず、自由に記述してもらうこととした。事前アンケートの質問項目は以下の通りで

ある。

上記の質問について、紙幅の都合から、質問1～4について簡単に取り上げることとす

る。まず、質問1については、「ベトナムの言葉や歴史などの文字のみ、音声のみでもあ

る程度理解できるもの」や「ベトナムの印象など」、「ベトナムの学生がどのようにオンラ

インで物事を進めていくのか」「ベトナムの農産物、輸出入品」などの回答があった。質

問2については、「ベトナムの国の文化や暮らし」「その国の文化、習慣や人々の物事の捉

え方など」「その国の雰囲気や観光地など」「食生活」などの回答が見られた。これらの質

問をしたのは、オンラインで交流するにあたり、オンラインでできること、できないこと

を事前に自分なりに意識してもらいたかったからである。これらの質問を踏まえ、質問3

ではオンラインでどのような交流が可能かについて問うた。それについては「動画やスラ

イドを効果的に使う」「映像に撮って見せあう」「zoomの共有機能を用いる」「ビデオ通

話などで実際の生活の様子を見せる」といった回答があった。続いて、質問4では、オン

ライン交流の注意点についての考えを述べてもらったところ、「画面が小さく、表情が見

づらいために間違って理解する可能性があるため、要所要所で確認を取りたい」「なるべ

く相手の性格や言動に気を付け、相手に配慮した言動を心がけたい」「オンラインでうま
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質問 質問内容

1 実際にベトナムに行かなくても学ぶことができると思うことは何ですか。どうしてです

か。

2 実際にベトナムに行かなければ学ぶことができないと思うことはなんですか。どうして

ですか。

3 対面で交流できないことを踏まえて、どのような交流が可能だと思いますか。

4 対面で交流ができないことを踏まえて、どんなことに気を付けたいと考えていますか。

5 そのほか、今回のプログラムに期待することがあれば書いてください。

表3 三重大学生に実施した事前アンケート



く会話がかみ合わないこともあると思うので、話し方や反応はしっかり意識したい」「言

葉が通じにくいことが多くなると思うので、丁寧に会話したい」といった、相手に配慮し

たいという回答が多くみられた。事前にこのような質問をすることで、三重大学生の意識

を知ることができたと同時に、自分たちなりに、オンライン交流でどのようなことが可能

かあらかじめ考えておいてもらうこともできたのではないかと考える。

次に、事後アンケートを見てみよう。事後アンケートでは、以下のような質問をした。

質問1については、オンライン交流について、通信状況の悪さ等から「コミュニケーショ

ンがとりづらいことがあった」という回答があったが、コミュニケーションそのものにつ

いては、ホーチミン市師範大学生の日本語力が高く、問題なかったと答えた人が多かった。

続いて、質問2については、「映像とテキストを併用した交流」「言語を教え合う交流」と

いった回答があり、現地を訪問することには及ばずとも、オンラインでもある程度の交流

が可能であると考える人が多かった。また、質問3については、オンラインで言葉や言い

たいことが伝わりにくい状況を克服するために、ホーチミン市師範大学に対して「少しオー

バー気味にリアクションを取り、小さい画面でも意思疎通を取りやすいようにした」、「言

葉をとても簡単にゆっくりと話すようにした」といった、表現に気を遣ったという回答が

あった。質問4については、「ことわざを教え合う時間」「フィールド調査」「最終発表会」

と様々であった。質問5については、通信状況の難しさ以外に、「フィールド調査の発表

の仕方をどのように組んでいくかを決めること」、「自分の伝えたいイメージを正しく伝え

ること」といった回答があった。

これらの回答は、当然のことながら、実際にベトナムを訪問していたら全く違ったもの

になっていたと考えられる。これまでのVFSでは、現地で直接体験することが強く印象

に残るためか、コミュニケーションそのものについては、ホーチミン市師範大学生の日本

語力に対する感動の方が大きく、たとえ工夫や苦労していたとしても、印象に残っていな
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質問 質問内容

1 プログラムに参加してみて、参加前の不安や期待はあなたの予想と同じでしたか。

2 対面で交流できませんでしたが、どのような交流が可能でしたか。

3 対面で交流できなかったことを踏まえて、どんなことに気を付けましたか。

4 今回のプログラムで特に印象に残っている活動は何ですか。どうしてですか。

5 プログラムの中で、難しかったことはどんなことですか。そのとき、どのように対処し

ましたか。

表4 三重大学生に実施した事後アンケート



いようであった。しかし、今回は現地での体験がないため、よりコミュニケーションその

ものに焦点が当たりやすかったと考えられる。

４．２ ホーチミン市師範大学生に対するアンケート結果

前述した通り、ホーチミン市師範大学生には事前アンケートを実施することができなかっ

たため、事後アンケートのみを実施した。ただし、三重大学生に対して実施した事前アン

ケートの内容も含めるようにし、プログラム参加前と参加後の違いについても書いてもら

うことにした。質問はすべて日本語で行ったが、回答は日本語でもベトナム語でもよいこ

ととした。アンケートは、Eメールで送付し、記入後、メールで返信してもらった。

質問2については、オンラインという形式への不安の他、日本人と初めて交流すること
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質問 質問内容

1 あなたはこのプログラムに何日間参加しましたか。1つ選んで〇を付けてください。

3日間（ ）5日間（ ）

2 プログラムに参加する前、どんな不安・心配なことがありましたか。

3 プログラムに参加する前、どんなことを期待していました（楽しみにしていました）か。

4 プログラムに参加してみて、参加前の不安や期待はどのくらいあなたの予想と同じでし

たか。

5 対面で交流するのとオンラインで交流するのはどんな点が違うと思いますか。

6 対面で交流できませんでしたが、どのような交流が可能でしたか。

7 対面で交流できなかったことを踏まえて、どんなことに気を付けましたか。

8 今回のプログラムで、特に印象に残っている活動は何ですか。どうしてですか。

（ ）ベトナム語と日本語の教え合い、意見交換（両言語の挨拶や自己紹介、ことわ

ざ、オノマトペ、大学生のバイトについて）

（ ）日本とベトナムの食べ物や生活の紹介

（ ）日本文化紹介（今回のテーマ:日本のだし、和菓子、年中行事、方言）

（ ）日本やベトナムの歌などの紹介（今回のプログラムの最後に両大学が発表した

ものです）

9 プログラムの中で、難しかったことはどんなことですか。その時どのように対処しまし

たか。

10 このプログラムに参加して、どのようなことを学びましたか。どんなことでもいいので、

具体的に書いてください。

11 自分や参加者全体のオンラインの環境はどうでしたか。オンラインの環境がコミュニケー

ションにどんな影響を与えましたか。

12 その他、今回のプログラムについて感じたこと、考えたことを書いてください。

表5 ホーチミン市師範大学生に実施した事後アンケート内容



への不安、自分の日本語力が不足することによって起こりうる誤解や理解力に対する不安、

テーマの難しさに対する不安などが挙げられた。次に質問3については、「日本語の練習」

「日本事情について理解できる」といった日本に対する理解への期待の他、「自分の国につ

いて日本の学生に紹介したい」と考えていた人がいた。また、日本人の友達を作ることを

期待している学生もいた。続いて質問4の参加前と参加後の意識の違いについては、「ほ

ぼ予想通り」と答えた人もいたが、大半が「不安が半分に減った」、「優しく話してくれた

ので不安が解消された」と答えた。質問5の対面とオンライン交流の違いについては、

「どちらもスムーズにできたのであまり違いがない」と答えた人もいれば、「オンラインで

は対面のようにはコミュニケーションができない」と答えた人、「対面のほうが良いが、

オンラインでも交流できることが分かった」と答えた人もいた。質問6については、SNS

などを用いた交流が可能であるという回答が最も多く、Vlogを用いた交流の可能性など

具体的なアイデアを提案するものもあった。質問7については、「ゆっくり話すようにし

た」「わからないとき聞き返すようにした」「会話が続くように、クローズドクエスチョン

にせず、オープンクエスチョンにした」などであった。これら話し方の工夫についての記

述は、三重大学生のアンケートでも同様の回答が見られた。質問8については、「ベトナ

ム語と日本語の教え合い、意見交換」を選んだ人が最も多かった。これを選んだ理由につ

いては「日本とベトナムに同じ意味のことわざが多くあることを知った」「擬音語擬態語

について勉強になった」「両国の大学生のアルバイトの体験をシェアできたので楽しかっ

た」などの回答があった。フィールド調査とは異なるより身近なテーマについて話すこと

で、気軽に交流できたようであった。続いて質問9については、大半の回答が「インター

ネット環境」と「言語の壁」についてであった。インターネット環境が悪く、音声が聞き

取りにくい場合には、チャット機能などを駆使したこと、日本語が理解できない場合には

三重大学生に繰り返してもらうようにお願いしたり、必要に応じて聞き飛ばしたりしたと

いう回答があった。

質問10ではプログラムで学んだことについて聞いたが、「日本のことわざ、」「日本の方

言」「ベトナムと日本の教育の違い」といった具体的な内容が挙げられた。4.1で述べた

三重大学生に行った事後アンケートの結果と比較すると、三重大学生はコミュニケーショ

ンの取り方に重点を置いていたのに対し、ホーチミン市師範大学生は具体的な学習内容に

ついて述べていたことが分かる。
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５．VFS2020報告書に見る学生の気づき

これまで、事前アンケート及び事後アンケートの回答を見てきたが、本節では、三重大

学生が作成したVFS2020報告書に見られる全体の感想を通して学生の気づきを見ていき、

今後のVFSのあり方について考えていきたい。

学生Aは、ホーチミン市師範大学生とのコミュニケーションを通して、驚きや刺激を

受けたことを述べており、オンラインであっても影響があったことが分かる。

学生Bは、相手に理解してもらえる工夫することや「臨機応変に対応する力」がオン

ライン交流でも身についたことに触れている。
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ベトナム学生や私の接続状況が悪い場面が多々あり、会話が困難でした。また、日本語で上手

く表現できない場合に、身振り手振りで表現しようとしても、なかなかオンラインの画面上でそ

れを表現することが困難である場合もあり苦労しました。しかし、全体的にベトナム学生の日本

語能力の高さに驚き、通信環境等を考えなければ、会話（議論）をする上で特に支障はありませ

んでした。私が英語などの外国語で今回のような議論ができるかといわれれば、自信がないため、

刺激をうけ、今後挑戦してみたいと思いました。

<中略>留学生と話している時も感じますが、それぞれの学生がそれぞれ自分自身の考えを持っ

ており、自分が違うと思った場合には、「違うと思う」や「これはやりたくない」ということを

はっきり伝えてくれることです。日本においては多少気に入らない部分があっても、妥協したり、

同調したりと自分の意見をはっきり言わない場面もあり、私としてはとても刺激を受けました。

（学生A）

ベトナムフィールドスタディを通して、相手にわかりやすく言葉を伝えることの重要さを学ん

だ。ベトナムの人たちと話し合っていると、私たちの言葉が難しかったのか、ベトナムの人たち

同士で話し合ってから返答があったことや、間違った伝わり方をしたことがあった。そのため、

わかっていなさそうな雰囲気があれば、表現を変えて伝えるなどの工夫を行った。難しい言葉の

羅列は自分の知性を象徴するものになることもあるが、それで言いたいことが相手に伝わらなけ

れば本末転倒である。相手が理解できる単語を選んで伝えることが大切だと改めて感じた。

<中略>また、オンライン開催ということを残念に思ったが、利点もあると感じた。現地の空気

を肌で感じることができない点やラグが発生する点がデメリットだが、お金をかけずに気軽にベ

トナム人と関わることができた点、日本の様子やベトナムの様子を見せあって、ベトナムの人た

ちに日本がどんなものか見せることもできた。気軽にお互いの文化の違いを知ることができる点

がメリットだったと思う。

このベトナムフィールドスタディは、イレギュラーな点も多かったが、その分臨機応変に対応する

という力が身につき、オンラインという場面で工夫していく力も身についたと私は思う。（学生B）



学生Cは、VFSを通して日本について見つめ直すことができたことなどオンライン交

流について参加したことで得るものも多かったと述べている。

学生Dもコミュニケーション力が鍛えられるよい経験となったことを述べている。

これらのように、オンラインで限られた交流とはなったものの、ホーチミン市師範大学

と協働し、お互いの文化を伝えあい学び合うという国際共修を通じて学生一人一人がそれ

ぞれに気づきや学びを得ており、自分のこととして捉えていることが分かる。

６．おわりに

本稿では、新型コロナ感染症の影響により、オンライン交流に切り替えて行ったVFS

2020の実践について、その準備とプログラムの概要、そして事前および事後アンケート、

報告書の感想文に見られる学生の気づきや学びについてみてきた。実際に現地を訪問し、

冬の寒い日本とは対照的な現地の熱気を感じつつ直接顔と顔を突き合わせて初めて得られ

る経験はもちろん貴重であるが、現地訪問が叶わない状況において、また通信環境の問題

など限られた条件下で苦労することによってコミュニケーションの大変さと大切さを改め
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<前略>私たちの「当たり前」と感じていることも他国の人から見たら、そうでないことも多く

あることが分かった。

<中略>この５日間を通して多くのことを学ぶことができたと思う。もちろん、フィールド調査

を通して日本とベトナムの教育の違いを知ることができたという点もあるが、それ以外にも、オ

ンライン上でも国際交流ができること、日本の当たり前は他国から見た時には当たり前ではない

ことや、ベトナムの学生から現地の話を聞くことでベトナムの魅力などが分かった。また改めて、

自国である日本の魅力も感じることができた。開催前はオンライン上で開催されることに少なか

らず抵抗を感じていたが、参加したことで得ることができたものも多くあったので、参加できて

良かったと思う。機会があれば、今回オンラインを通して交流したベトナムの学生と実際に会い

たいと思う。（学生C）

ベトナムフィールドスタディを行っていく中で日本人とベトナムの学生が受け取る言葉の感じ

方の違いや、言葉の解釈の違いがベトナムの学生とパワーポイントを作っていく中で感じること

ができました。また、それ以外の部分でも日本とベトナムの文化の違いを知ることができました。

相手に伝える力、相手を理解する力などが鍛わり、とてもいい経験ができました。

<中略>フィールドスタディを行っていくことで、相手の話をよく聞き理解しようとする力や、

相手に理解をさせるために言葉をかみ砕いて分かりやすく説明する力のようなコミュニケーショ

ン力が鍛えられるとてもいい経験をすることができました。（学生D）



て感じるなど、これまでにない経験ができたことは一つの大きな成果であるといえよう。

現在、VFS2021の実施に向けて事前研修会を行っている最中であるが、前年に続きオン

ラインによる開催が決定しているVFS2021では、VFS2020とは異なり、募集段階から

オンライン交流であることを通知していたこともあり、参加者はここ数年で最多である

15名に上る。VFS2021では、学生からのコメントを生かして、Vlogなどで交流ができ

るよう三重大学生が三重県各所を訪問し、ビデオ等で紹介することにするなど改良を加え

ている。また、VFS2020では、スケジュールの決定が遅かったこともあり、プログラム1

日目に初めて学生同士が顔合わせをすることになった。そのため、フィールド調査のテー

マについてほとんどゼロの状態から開始することとなっていた。この点については、学生

が事前アンケートでも不安に思っていたことが述べてあったが、VFS2021では、できる

だけそのような不安を解消すべく、また有意義な議論ができるよう、事前に学生同士が連

絡を取り合えるような仕組みを作っていきたい。
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１．はじめに

2020年初頭に始まる日本でのコロナ禍の拡大以降、ICTの技術を用いた Virtual

ExchangeおよびCOIL型の国際教習が盛んに行われるようになった。こうしたオンライ

ンでの交流活動が最も効果的である分野が外国語学習や異文化理解などを目的とした国際

交流で、その有効性はコロナ禍以前より報告されている（池田 2016,小玉 2018）。外国

語習得の上では、その言語を母語として話す話者との交流が有効であることは異論のない

ところであると思われるが、そうした機会を得る手段としては海外留学やワーキングホリ

デーなどがあり、日本ではそうした「国外における国際化（InternationalizationAbroad;

IA）」が長く重視されてきた。一方、ICTの発展は、日本国内にいながら画面上で学習言

語の母語話者と交流することを可能とし、 これによる 「国内における国際化

（InternationalizationatHome;IaH）」の取り組みがコロナ禍の時代に入って急速に拡大
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日米大学生による英語と日本語の
VirtualExchange型会話練習

正 路 真 一

VirtualExchangeProjectofEnglish-JapaneseConversationPracticeby

JapaneseandAmericanUniversityStudents

SHHOOJJIIShinichi

〈Abstract〉

ThepresentpaperreportsaVirtualExchangeactivityconductedwithstudents

fromtwoU.S.universitiesandthreeJapaneseuniversities,includingMieUniversity.

TheAmericanstudentswereenrolledinJapaneselanguageclassesintheirschoolsand

assignedtoparticipateinthisactivity.TheJapanesestudentswerethosewhowere

interestedinlearningEnglish,andtheirparticipationswerevoluntary.Thestudents

metonZOOM aspairsandmadeconversationsbothinJapaneseandinEnglishin

orderforthemtopracticetheirtargetlanguages.FivestudentsfromMieUniversity

participatedintheonlineconversationmeetingsthreetimesinOctober,November,

andDecember.Post-activityquestionnairesgiventothefiveMieUniversitystudents

indicatedthattheyenjoyedtheinteractionswithnativeEnglishspeakers,learned

language-relatedknowledges,andmotivatedtoparticipateinanotherexchange

activitiesinfuture.
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している（池田 2021）。ただしオンライン交流活動などのIaHは、実際の海外留学など

のIAと対立するものではない。IaHは海外に出ることができない学生のためのものであ

ると同時に、海外留学に踏み切れない学生の背中を押すものでもあり、また海外留学を決

心している学生の語学的・心理的なレディネスを涵養するものでもある（池田 2021）。

本稿は、上記IaHに基づく取り組みとして、三重大学、山口東京理科大学、成城大学

に所属する日本人学生とバージニア大学およびミネソタ大学に所属する米国の学生が、お

互いの学習言語である英語と日本語でZoomを通じて会話するという語学上の上達と慣

れを目的とした交流活動を報告するものである。オンライン上での交流活動は

CollaborativeOnlineInternationalLearning（COIL）がよく知られているが、厳密に

言えば、COILはVirtualExchange（VE） と呼ばれる活動の一形態である。端的には

（筆者の理解では）、ICT技術を用いた遠隔交流は全てVEの範疇に入るが、二つ以上の

高等教育機関のそれぞれの開講科目の受講者が、その科目において課された活動として交

流するものをCOILと呼ぶ（国際教育研究コンソーシアム 2020）。またCOIL発祥の地

であるニューヨーク州立大（2019）の FacultyGuideforCOILCourseDevelopment

（version1.5）には、その冒頭の ・WhatisCOIL?・の項において ・Ourmethodlinksaclass

ataU.S.institutionwithoneatacollegeoruniversityabroad.Coursesareco-equaland

team-taughtbyeducatorswhocollaboratetodevelopasharedsyllabusthatemphasizes

experientialandcollaborativestudent-centeredlearning（筆者訳：この手法は米国大学の

科目と国外大学の科目とを連携する。これらの科目はお互いの教育機関において対応する

レベルにあり、また学期中に開講されているものである。それぞれの科目の教員が協力し

て、実体験および協働に基づく学生自身による学びに重きを置いたシラバスを作成する。）.・

と記されている。これらの説明に拠ると、本稿で報告する活動は、米国大学の学生にとっ

ては科目内活動であるが日本の大学の学生にとっては科目内活動ではないためCOILに

は当たらない。日本からの参加者は特定の科目の受講者ではなく、自身の興味や学習意欲

をもとに参加したものである。時としてCOILとVEの境界線は曖昧であり、科目に縛

られない活動をもCOILと呼ぶことがあるようであるが、そうした境界線の曖昧さが妥

当であるかどうか筆者には判断がつかないので、本稿で報告する活動は、より厳格な定義

に従ってVEと呼ぶことにする。

２．VE会話練習の取り組み

本稿で報告するVEの取り組みは英語学習に興味のある日本の大学生と日本語学習者で

ある米国の大学生がオンライン上で英語と日本語の会話を練習するものであるが、これは

三重大学国際交流センター紀要2022 第17号（通巻第24号）

―70―



数年前から山陽小野田市立山口東京理科大学（以下山口東京理科大学）、成城大学、そし

て米国のバージニア大学、ミネソタ大学の間で実施されていたものであった。ただ近年米

国側の参加学生の数が増えたことにより、筆者と旧知のバージニア大学の担当教員が本学

の学生の参加を提案してきたものである。これにより、2021年度後期（米国においては

秋学期）においては、日本側は山口東京理科大学、成城大学、三重大学の日本人学生が、

そして米国側は従来通りバージニア大学とミネソタ大学の学生が参加して、VE会話練習

が実施された。

活動内容の概要としては、米国大学の学生と日本の大学生を含む2～4名のグループが、

各グループ内でZoomを使って顔を合わせ、英語と日本語で会話をする。一回の会話時

間は約40分で、20分間日本語、20分間英語で会話することになっているが、それぞれの

学生の語学能力や話の盛り上がりによって、各回の会話時間や日英語使用の割合は、概ね

学生たちに任されている。また、この取り組みは、本質的にはバージニア大学とミネソタ

大学の日本語科目受講者への課題として実施されるものであるが、これらの米国大学生が

受講する科目は複数種類あり、それぞれの科目に応じて課される会話練習の回数が異なる。

具体的には、ある科目の受講生は3回の会話を、また別の科目の受講生は7回の会話を課

される。そして日本側の参加学生は、自分のグループメンバーである米国人大学の受講科

目に合わせて会話の回数が決まる。

参加学生の募集についてであるが、指定の日本語科目を受講している米国大学の学生に

は必須課題として課されるので、その科目を履修した米国大学生の数に合わせて日本人学

生が募集される。今回（米国の2021年秋学期）、本取り組みに参加する米国大学生はバー

ジニア大学から49名とミネソタ大学から28名の、合計77名であった。そして、77名の

米国大学生のうち14名は3回、残りの63名は7回の会話練習を課された。またこの77

名のうち、二人グループで会話練習に参加することを課された学生、または三人グループ

や四人グループでの参加を課された学生もいたので、その数に合わせた結果、46名の日

本人学生が募集されることとなった。三重大学は今回が初参加ということもあり、5名の

日本人学生を募集することとなった。そして成城大学からは1名、残りの40名を山口東

京理科大学が募集した。ただし山口東京理科大学の40名のうち3名は当該大学の担当教

員の既知の社会人、そして1名は教員となった。こうして、米国大学生の参加者に合わせ

て、日本側は46名の日本人学生（および社会人と教員）を揃えた。

前述の通り、三重大学はこのVE会話練習に今回初めて参加するものであり、どのくら

いの参加希望学生が現れるか予測できなかった。そのため三重大学からは5名のみの募集、

そしてその5名は3回だけの会話練習を課された米国大学生に割り当てられることとした。
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筆者にとって今回の参加は、どの程度の数の三重大学生がこうしたオンライン国際交流に

参加意欲を持って参加を申し出るか、また参加学生たちはこの会話練習に楽しんで取り組

めたか、そして学生たちの学びとなったかなどを把握するためのもので、それにより今後

継続して参加するかどうかを判断するためのトライアルであった。三重大学からの5名の

参加学生の募集にあたっては、筆者が担当する本学国際交流センター開講科目（教養教育

院開講科目）「三重の社会と文化（三重学）」を受講したことのある日本人学生を対象とし

た。この科目は授業内言語が英語であり、また日本人学生と外国人留学生の両方が受講し

ており、日本人学生と外国人留学生の協働活動を取り入れていることから、英語母語話者

との交流に積極的な学生が比較的多いと判断し、この科目の受講経験者からVE会話練習

への参加を募ることにした。ただし米国大学の秋学期は八月に開始され、米国側の受講者

数（このVE活動参加者数）が決定するのが履修修正期間を経た九月初頭になった。それ

を受けて、筆者は本学の夏休み中の九月上旬に、2021年前期までの「三重の社会と文化」

受講者を対象にメールを送って募集した。従って、前述の通り、日本人学生にとってはこ

の会話練習への参加は本学での受講科目の課題というわけではなく（つまりCOILでは

なく）、あくまでもカリキュラム外のVE活動である。募集メールは総計41名の三重大学

性に送り、メールを送った翌日から翌々日にかけて5名の参加希望者から連絡があった。

またその数日後さらに1名の学生から参加希望の連絡があったが、この学生はキャンセル

待ちリストに入った。結局、募集メールを送付した41名中参加希望者が6名であったの

で、今回の募集人数を5名と設定したのは妥当であったと思われるが、今後も本学がこの

VE活動に参加するなら、募集人数を増やすかどうかについては検討を要する。計算上は、

募集メールを送付する学生数を80名ほどに拡大すれば10名程度の参加を確保できると予

想される。

本学の学生がVE会話練習の相手として割り当てられたのは全てバージニア大学の学生

で、全て日本人学生一人と米国大学生一人からなる二人グループであり、また（前述の通

り）全て3回のみの会話練習を課された。その3回の会話練習の時期は、第一回目が10

月30日～31日の週末の中の40分、第二回目が11月20日～21日の週末の中の40分、そ

して第三回目は12月4日～5日の週末の中の40分とスケジュールされていた。その第一

回目の前に、米国大学生からそれぞれの会話の相手となる日本人学生にメールが送られて、

上記の週末のうちどの日の何時から会話を開始するかを学生どうしで相談した。この段階

において、本学学生の一人から筆者に「相手の米国大学生から、1週間前になっても連絡

が来ない」という問い合わせがあった。こちらは筆者がバージニア大学の担当教員に連絡

し、相手の米国大学生に本学学生へのメール送付を促してもらって解決した。また別の一
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人の本学学生から、「相手の米国大学生からメールが来たが、『じゃあこの時間でいいです

か』と返信したところ、それに対する返事がない」という連絡があった。こちらも筆者か

らバージニア大学教員に問い合わせたところ、先方の学生が返事を忘れていたとのことで

あったので、返信を促し、解決した。こうして、5名全ての本学学生が、それぞれの相手

の米国大学生と時間を決め、Zoomリンクを米国大学生が作成し、第一回目の会話に臨んだ。

第1回目の会話練習が行われた10月30日～31日の週末明けの月曜日に、筆者から三

重大学の参加者5名に、無事会話練習を終えられたか確認するメールを送った。2名の参

加者から無事終えたとの返信があり、1名からは週末ではなく月曜日にすることになった

との返信があり、残りの2名からは返信がなかった。前述の通りこれは授業の課題ではな

いので、筆者はこの2名に再度確認メールを送ることを控えた。また、2回目の会話練習

と3回目の会話練習の間、11月29日にも、筆者から三重大学の参加者5名に、無事2回

目の会話練習を終えられたか確認するメールを送った。1名の学生から無事終えられたと

いう返信があったが、他の学生からは返信がなかった。12月7日に、筆者から三重大学

の参加者5名に、3回目の会話練習を終えられたかを確認するメールを送ったが、2日以

内に、5名の学生全員から無事終えられたという返信があった。

３．アンケート調査

会話練習に参加した三重大学生5名に、第1回目の練習の前に事前アンケートを、第3

回目の練習の後に事後アンケートに回答してもらった。その結果をこの章に示す。

３．１ 事前アンケート

第1回目の会話練習を開始する前週に実施した事前アンケートの質問と回答を下の表に

まとめる。

表1 事前アンケートの質問と回答（原文ママ）
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質問1：今のあなたの英語能力はどの程度ですか（例：TOEIC645点、英検2級、GTEC900点、

など）。

学生K.R.何もありません。

学生O.Y.TOEIC795点

学生K.Y.TOEIC545点、英検二級、GTEC900点台（詳細の点数は不明）

学生M.H.TOEIC805（IP試験）

学生O.A.英検2級

質問2：どうしてこの会話練習に参加しようと思いましたか。

学生K.R.外国の方と話す機会がほしいと思っていたから。

学生O.Y.先生に勧められて面白そうだったから。



質問1は参加学生の英語能力を調べたものであるが、このVE活動への参加にあたって

は特に英語能力を基準として参加の許可を与えたわけではない。学生TOEIC795点のO.

Y.とTOEIC IPテスト805点のM.H.は、大学生（学部生）としては平均を大きく上回

る英語能力を有していると考えられる（TOEICの大学生平均スコアは574点、TOEIC

IPテストの平均スコアは455点;IiBC,2020）。また「何もありません」と回答した学生

K.Rと、英検2級を取得している学生O.A.の回答からは、彼らの英語能力が特に大学生

として優れたものであるとは判断できない。しかし、学生O.A.の回答に書かれた「英検2

級」が、いつ取得したものか確認しなかったこともあり、現時点でのK.R.とO.A.の英語

能力は不明であった。また、学生K.Y.はGTEC900点以上と回答したが、どの種類の

GTECを受験したのかを確認しなかったので、こちらも現在の英語能力は不明であった。

質問2、質問3からは、これらの学生が英語能力を高めることを目的として、あるいは海

外の文化を知ること、海外の友人を作ること、そして自身の視野を広げることを目的とし
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学生K.Y.自分の英語能力を高めるため。

学生M.H.英会話に興味があったから。

学生O.A.留学を目的とした海外渡航もできない今、英語を話す人と関わることのできるいい機

会だから。

質問3：会話練習に参加することで何を期待していますか。

学生K.R.自分の英語力がどこまで通用するのかを知る。

学生O.Y.特に日本では学ぶ機会が少ない海外の文化を知りたい。

学生K.Y.英語能力を高めること、海外の友達ができること、英会話を通して自分の視野を広げ

ること。

学生M.H.リスニング力とスピーキング力の向上。

学生O.A.自然な流れで英語で会話ができるようになること。国際的な友人関係をつくりたい。

質問4：会話練習をするにあたって不安なことはありますか。

学生K.R.インターネット環境のせいで会話ができないこと。

学生O.Y.特にないです。

学生K.Y.英語で喋ることに慣れることに時間がかかるかもしれないということ、言葉に詰まる

かもしれないということ（でもそのうち何とかなるだろうと思っていてそれほど不安

ではないです）。

学生M.H.自分の英語力。

学生O.A.特にありません。

質問5：その他コメントがあれば書いてください。

学生K.R.（無回答）

学生O.Y.いい機会を用意してくれてありがとうございます。

学生K.Y.貴重な機会なので楽しんで有意義に会話練習に取り組みたいと思います。

学生M.H.（無回答）

学生O.A.（無回答）



てこのVE会話練習に参加したことが示されている。また質問4では、今回のVE活動参

加にあたって、自身の英語能力が米国大学生と会話するに十分なものであるかという心配、

またインターネット環境に関する心配が挙げられた。質問5に対する回答からは、特に注

目すべきものはなかった。

3.2事後アンケート

第3回目の会話練習が終わった次の週に実施した事後アンケートの質問と結果を下に示

す。質問が多いので、表2と表3に分けて記すが、表2は主にVE会話練習の実際の実施

過程について聞いたもの、表3は振り返りの質問である。

表2 事後アンケートの質問と結果：会話の過程（原文ママ）
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質問1：会話練習の時間を決めたり、当日オンライン上で会ったりするのはスムーズにできまし

たか。

学生K.R.できました。

学生O.Y.できました。相手の方から連絡をくれる事が多く、空いている日程をいくつか提案し

てくれたので、二人の都合があう日程を決めることができました。

学生K.Y.滞りなくできました。

学生M.H.はい。

学生O.A.一度私側の音声が聞こえないことがあったが、それ以外はうまく行きました。

質問2：会話練習中の相手の態度はどうでしたか（例：好感が持てた、積極的だった、つまらな

さそうだった、など）。

学生K.R.積極的に話してくれた。

学生O.Y.お相手は日本に興味があり私はアメリカの文化に興味があったのでお相手の態度に関

してはとても好印象でした。

学生K.Y.会話しようという説教的な姿勢が伝わってきて自分も意欲が増した。

学生M.H.とても楽しそうだったと思います。

学生O.A.会話が途切れた時でも質問をいってくれたりしてくれ積極的な印象を持てた。

質問3：英語での会話はスムーズにできましたか。

学生K.R.できたと思う。

学生O.Y.できました！わからないことはすぐに聞くのが一番だと思いました。そうすることで

スムーズに会話を続け、楽しむ事ができました。

学生K.Y.日本語から英語に切り替えるときに英語が出てこないことがありやや苦労したが、時

間が解決した。

学生M.H.まぁまぁ。

学生O.A.時々伝わらないこともあったが、違う表現で伝えようと努力できた。

質問4：日本語での会話はスムーズにできましたか。

学生K.R.できました。

学生O.Y.できました！あらかじめメールでテーマを決めていたのでテーマを決めるのに時間を

かけることがなくてよかったです。
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学生K.Y.相手の日本語がとても聞き取りやすかったのでスムーズだった。

学生M.H.はい。

学生O.A.相手がかなり日本語が話せたのであまり困ることはなかった。

質問5：英語での会話で、何の話題を話したか、思い出せる限り書いてください。また、特にど

の話題が一番盛り上がりましたか。

学生K.R.お正月に何を食べるかという話題。

学生O.Y.特に文化について話しました。（クリスマスに何をするかなど、）特に盛り上がった話

題は、お互いの国に旅行するならどこがおすすめかを教えてくれた事です。アメリカ

に住んでいるケビンさんならではのアドバイスが聞けて面白かったです。

学生K.Y.アメリカの音楽の流行り、部活やスポーツはしていたか、アメリカのスラングについ

て、好きな音楽アーティスト、好物は初めに食べるか最後に食べるか、今日は何をし

ていたか、お互いのペットについて、アウトドア派かインドア派か、ごはんとパンは

どっちが好きか、好きな授業はなにか、大学の食堂について。

学生M.H.大学での生活、アルバイト。

学生O.A.今週末の予定やしたこと、シェアハウスの様子・困ること、アルバイト、感謝祭など

の国の祝日の違い、ブラックフライデーで買ったもの、大学、お寿司、インターンシッ

プ、就職、話せる・学んでいる言語。特に盛り上がったのはインターンシップ、就職

のことだと思う。

質問6：日本語での会話で、何の話題を話したか、思い出せる限り書いてください。また、特に

どの話題が一番盛り上がりましたか。

学生K.R.日本とアメリカの違い。（桜と栗の話）

学生O.Y.こちらも文化について話す事が多かったです。上の質問の答えと似ていますが、お互

いの国にいくならどういうプランでいくかを話し合ったことが印象的でした。（1日

目は東京に行って、2つかめは大阪で…など）

学生K.Y.アメリカは今寒いか、雪は降っているか。相手の両親が中国の方だったので、中国に

ついて。アメリカでおすすめの場所。アメリカに行ったらどこに行きたいか、人が話

しているときに相槌を打つことは失礼なのか、休日には何をするか、日本に来たこと

はあるか、アメリカには日本のような大学入学試験がないこと、アメリカの大学1年

生はアルバイトをする暇がないこと。

学生M.H.アニメ、好きな俳優。

学生O.A.今週末の予定やしたこと、シェアハウスの様子・困ること、アルバイト、感謝祭など

の国の祝日の違い、ブラックフライデーで買ったもの、大学、お寿司、インターンシッ

プ、就職、話せる・学んでいる言語、学校制度。お寿司の話が一番盛り上がったと思

う。

質問7：一回の会話練習で、平均して英語と日本語での会話時間の割合はどうでしたか（例：英

語35分、日本語25分くらいなど）。

学生K.R.日本語20分、英語20分。

学生O.Y.英語35分、日本語30分。

学生K.Y.時間を計ってちょうど半分ずつ会話しました。（筆者注：日本語20分、英語20分と

思われる）

学生M.H.分けずに混ぜて話してしまったので、具体的時間がわかりません。



質問1の結果から、ZOOMで会う時間の取り決めやソフトウェアやハードウェアに関

するテクニカルな問題は特段なく、概ねスムーズに実施できたと考えられる。質問2、質

問4、そして質問8の結果から、会話の相手の米国大学生が積極的な態度で会話に臨み、

また日本語のレベルが高かったので、日本語での会話がスムーズに進んだと推察できる。

一方質問3、質問8の結果から、三重大学の参加学生の中には、英語での会話にはやや苦

戦した学生もいたようである（学生K.Y.、学生O.A.）。ただし質問7から分かるように、

特に会話時間の長さが日本語に偏ったということはない。また会話時間は日本語と英語を

合わせて約40分と定められていたが、それより長く会話をした学生が二人いた（学生O.

Y.、学生O.A.）。また、質問5、質問6からは、英語でも日本語でも、会話の話題が多岐

にわたっていたことが窺える。

次に、前述の通り、表3に会話練習全体の振り返りに関する質問と回答の結果をまとめる。

表3 事後アンケートの質問と結果：振り返り（原文ママ）
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学生O.A.1回目はほとんど日本語（60分ぐらい）／2回目英語（30分）日本語（45分）／3回

目日本語（40分ぐらい）英語（20分ぐらい）

質問8：自分の英語と相手の日本語では、どちらの方がレベルが高いと感じましたか。

学生K.R.相手の日本語。

学生O.Y.単語の語彙についてだと私の方がわからなかった単語の数は少なかったと思います。

学生K.Y.相手の日本語。

学生M.H.相手。

学生O.A.相手の日本語。

質問9：全体的に振り返って、楽しめましたか。

学生K.R.楽しめました。

学生O.Y.とても楽しめました。

学生K.Y.楽しめました。

学生M.H.はい。

学生O.A.最期の会話練習の時に連絡先の交換と連絡を取り合う提案をした。とても楽しめ、ま

た同じようなプログラムがあれば参加したいと思う。

質問10：全体的に振り返って、自分の英語力向上に役に立ったと思いましたか。もし思ったなら、

どのような点について役に立ったと思いますか（例：語彙力、発音、心理的に英語ネイティブ

話者と話すことに慣れた、など）。

学生K.R.ネイティブと話すことになれた。

学生O.Y.英会話の向上には場数を踏むことが欠かせないということを聞いたので今回参加させ

ていただきましたが、それ以前に会話自体を楽しむ事ができた経験がよかったと思い

ました。また、お互い言語を勉強している途中なので失敗を恐れずに話すことができ

たので、語彙の向上というよりは、会話の楽しさを改めて実感することができました。
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学生K.Y.発音、聞き取り、今後の意欲につながる、など。

学生M.H.はい。英語での表現の仕方を学んだ。

学生O.A.役だったと思う。たとえ伝わらなくても、焦らず他の表現と翻訳の機器を用いながら

伝えることができた。また、私自身がわからないときにももう一度聞いてみることが

できた。ネイティブと話す時に緊張してしまうが自分の意見を伝えよう、文法が間違っ

ていても伝えてみようと思うようになった。

質問11：全体的に振り返って、参加前に自分が期待していたことが満たされたと思いますか。

学生K.R.もう少し英語で話したかった。

学生O.Y.（無回答）

学生K.Y.おおむね満たされた。

学生M.H.はい。

学生O.A.自分の友だちの幅を広げ、インターナショナルな環境、学習機会、出会いをしたいと

思っていたのでとてもよかったです。

質問12：全体的に振り返って、参加前に自分が不安に思っていたことが的中してしまったと思い

ますか。

学生K.R.いいえ。

学生O.Y.（無回答）

学生K.Y.思わない。

学生M.H.いいえ。

学生O.A.第一回目は大成功とは言えなかったが、回数を重ねていったことで不安は消えた。

質問13：今後このような取り組みをするにあたって、参加学生や企画者（教員）が注意しておく

べきと思う点がありましたか。

学生K.R.時間が限られているので全力で楽しむこと。

学生O.Y.とても楽しくてためになるプログラムに参加させていただき本当に感謝します。トー

クの内容は生徒たちに任せてもいいとは思いますが、万が一生徒同士のコミュニケー

ションがうまく取れず、トークテーマが決まらないということを想定して、会話が始

まってから決めるのではなく、『あらかじめ決めておくとスムーズになるよ』と言っ

ておくと会話がよりスムーズに開始するのではないでしょうか。

学生K.Y.事前に何を話すか、話題を考えてから取り組んだ方が時間のロスが少ない。

学生M.H.ない。

学生O.A.自由に話せるのでグループにより個性が出ていいと思う。また、日常生活でも友だち

とは話題が決まっているわけではないので、より日常生活に近い会話ができたように

思う。

質問14：その他コメントがあれば書いてください。

学生K.R.（無回答）

学生O.Y.（無回答）

学生K.Y.とても楽しかったです。相手の日本語が流暢で、いい刺激をもらいました。またこの

ような機会があれば参加したいです。

学生M.H.（無回答）

学生O.A.また同じようなプログラムがあれば参加したいと考えます。



まず質問9、質問11、質問12について、三重大学の参加学生全員が、このVE会話練

習を楽しむことができ、満足し、事前アンネケートに書かれたような不安は不要であった

と回答した。また質問10の結果から、参加学生全員が、このVE会話練習が自身の英語

能力向上に役立ったと考えており、具体的には、英語母語話者との会話に対する慣れ、英

語での会話の楽しさ、英語学習や英語での会話に対する意欲の増進などの心理的な効果が

多く挙げられるとともに（学生K.R.、学生O.Y.、学生M.H.、学生O.A.）、発音、聞き

取り能力、英語表現などの語学学習上の効果を挙げる学生もいた（学生M.H.、学生K.Y）。

質問13は、今後同様の取り組みを実施するにあたっての注意点等を聴取したものであ

るが、二人の学生が「あらかじめ話題を考えておいた方が良い」とする一方、一人の学生

からは「あらかじめ話題を決めていない方がより日常会話に近い会話ができる」と回答し

ている。質問14の自由記述コメントに関しては、二人の学生（学生K.Y.、学生O.A.）

が、今後同様の取り組みがあれば参加したい旨を記している。さらに学生O.Y.と学生M.

H.も、このアンケートを添付して提出したメールの本文の中に、今後同じような機会が

あれば連絡が欲しいと書いている。

４．まとめと結語

本稿は、日本人学生と米国大学の学生が、それぞれ英語と日本語の能力の上達を目的と

し、Zoomでの会話を行ったVE活動を紹介し、またこの活動が三重大学の参加学生に与

えた感想および効果を報告したものである。参加学生に対するアンケート調査の結果、学

生たちがこのVE活動みを楽しみ、英語学習についての心理的または語学的効果を得られ

たことが示唆された。また、学生S.R.は、最初の指示通り各回につき日本語20分、英語

20分の会話をしたようであるが、「もう少し英語で話したかった」と感想を記しているこ

とから（質問11）、三回の会話練習だけでは物足りなかったと感じているようである。一

方学生O.A.は、会話の相手の米国大学生と連絡先を交換し、今後も連絡を取り合うこと

を提案していることから（質問9）、今回の取り組みが個人的な交流関係を築くきっかけ

になった可能性がある。

今回、このVE活動に三重大学生が参加したのは初めてであったことは前述の通りであ

るが、参加学生の声により、今後も継続して参加する価値があると判断する。まずは来年

度、三重大学からの参加学生枠を10名に増やし、さらに将来的には会話練習回数が7回

のグループに振り分けてもらうことも視野に入れたい。

日米大学生による英語と日本語のVirtualExchange型会話練習
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編 集 後 記

『三重大学国際交流センター紀要』第17号（留学生センター紀要より通巻

第24号）をお届け致します。今回は、研究論文2本、調査報告2本、実践報

告2本の合計6本となりました。内容は、技能実習生や外国人留学生との関わ

り、地域的な祭りに見られる日本文化、そしてコロナ感染のリスクを避けるた

めにバーチャル形式で実施された研修や授業など、多岐にわたる充実したもの

となっています。

終わりの見えない世界的パンデミックにあって、外国人留学生の渡日および

日本人学生の海外渡航が制限され、国際的な交流活動が難しい状況が続きます

が、こういった環境の中本学が取り組む国際的な研究活動・実践活動をお伝え

しております。

次年度も国際交流センターホームページにて論文を掲載して参ります。引き

続きよろしくお願い致します。 （正路真一）
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